
挿木の生理学的研究
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I王ozδBAlTO Physiological Stuc1ics ou Cuttiugs ** 

t1l緒 言

林木育種の重要武器と して挿木は今日極めて向く評白されている。進林樹種は固より特

に特用樹1'11¥に於て挿木は極めて重要注繁殖法であり結実不良寡稔性の樹種は是非とも本法

によって増殖を計らねば怒ら友い。挿木にも色k あって普通持木，葉挿，埋条，埋幹，挿

幹，根挿 (分根)等様k たるも著者本紙上に発表せんとナるものは普通θ挿木に就いてで

ある。

挿木不可能乃至困難樹種を発根せ しめる方法と して枝条由化法j生長ホルモン及化学薬

品に依る法並に物理的処理法等あるも特に生長ホルモンが挿木に関し幾多の貢献を示して

来たりである。著者-本紙に於て記述せんとするのは飽くまで挿木現象を樹木生理学に立脚

して研究し?とる結果であり挿穂の水分生理並に特殊雑草汁液処迎によって生長ホルモンに

よる研究分野に一新生面を開拓するととが出来るならば筆者の幸甚とする所である。

本研究は文部省科学研究費援助の下に行い実行に際しては山形脇立農林専門学校助手須

藤昭二君並に同校卒業生山形鯨庁林務課職員斎藤諦君に負ろ所大でるりままに厚く深謝の意

を表するものなり。

第 1節 挿穂の水分生理

I.穂木に於ける水分上昇速度の測定

第 1実験

]949年12月から 1950冬 1月にかけて室内又は定温器(:Z50C)中で各樹種別に普通大の挿

穂即ち長さJ5cm直径 0.'3cm-1cmのものを梼えて赤インキ10%液に切口を浸漬lτて上断面

に色素の出現する時聞を測定した。此の程度の太さむ校は樹種によって年令が異りポプラ売

は 1年生校で此の太さに達し，モミヂのようなものは 6-7年で此のー太さ加え濯する。常維

樹も落葉瞭葉樹に準じて悉く葉を摘去して枝だけを挿入した。実験に使用した穂の加工は

両端を直角に鋲で切断し樹校を母樹より採集後2時間以内に加工して色素液中に挿入し
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?と。笑験に供した樹障はオニグル "t，ケヤキ，モエ リフエーラポプラ，モミデ "tズナ ラ，

ヒノ ツサ， ヂヤヤナ ギ， シゲレヤナ ウ，ツノくキ ， ヨシノザプグラ ，チヤ，スプ'，'-JJケノキ ，ス

ギ，アスナ ロ，ア カマつ の16極でポフ・ラのみは 1年生伎で他の多く は5年生校又はそれ以上

でるった。 n4')年 1 2月 12 日 17時笑験開始のtiff果は次表の~ijj りとす。

(第1表)

樹 種 |上昇順位 上昇せし日時 |上昇に裂した時間

オニ グ jレ ミ i1 |11日 5時 15時

ケ ヤ キ 2 グ SI1'1f 30分 15 11'1f ~ (、分

グ ヌキ

ホ・ 7' ラ

モミ } ヂ

九 ナ ラ

ヒメ ツゲ

ヂヤヤナ ギ

シダレヤナギ

o 
~ 

3 

4 

5 

6 

7 

s 

11 11 

141ヨ fJi'!f

グ S I時 ~O分

グ SI日~2 ;j分

庁 13時，0分

1 5 Jt{f:5分

121!寺5づjト1

11 

39時間

刀(} 1t!j ~05子

;>!;f時:35分

44時;0分

4f.時25分

l;?時間

本実践の上昇H寺のjJlIJ定it.夜間はr+1Jト.し I!右3分から1;時まで とし

た。従って17時以I;;t.に上昇したものは翌朝邑!侍と云うことに取扱

1.1日までに上昇しゑかっ

た樹障を一日して定温器

(凶。C)に挿入せしに ]7

日月時計分に 、ヅノ什有諜

~!lii業共に色素の上昇を見

た。17日まで米上昇私i程ー

はヨシノザクラ，チヤ，ス

スブJタノキ，スギ，アス

ナロ.アカマツで、dうる。

18日13時3()分 てf，ア カ

マツ上手1'" 1り日8時30分 ス

J、カケ 千上封，ゴO日b時

.iC分 f スナロ上昇す。

色素液上昇D株式
った。 1 ; \ 日 F時 a、分の室内i~ ，oCであった 。

オ=ゲ Jレ fは導管は散孔

I!J~で、あって樹皮下に近い所の導管から上昇する も 中央の方は と昇しない。

ポプ ラ は斜線l!l~導管であって 1 年生技であ るが髄の側と皮下と に k昇ーするものが多い。

クヤキは環孔であって4年生の校であるが皮下に近い当年生 2年生白木質部の導管を通

過する。それは必やしも大導管のみでな く秋材部の小導管を通過ナるもの L方が多い。

ミ ズ ナラは22孔導t~:であって主と して当年生の木氏音I1 中又は 2 年生の木質部中を上昇

する。

クヌギ は導管環孔でるって主として皮下の材部の導管を上昇する。

シダレヤナ ギは斜椋I/k導管で、あって当年生又は 2年生の木町部中を上昇ナる。

モtヂは散孔!I}(導管であって 7年生校であったが漸次中心の 方に向って上昇が少な く

なる。

ツ パキは導管散孔Jf}~で 2 年生伎であったが髄に近接す る部位に於て相当に上昇ナる。

スズカケノキは 2年生校でるるが 1年生の木質部に局部的に出る。

タプは散孔材で、秋材部の一導管から上昇するものが多い。シンジコは 1年生校で皮下秋材

部の導管から上昇する。

キリは環孔材で 1年生校であ り皮下から沢山上昇する。

ハンノキは導管副射献で2年生枝であるが髄の側 と皮下に於て上昇する。
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f草木の生碩学的研究一一斎藤

=セアカシヤは環孔材で数年生であるが最ー近2箇年の秋材部から多く上昇する。

ムクグは15年生枝であったが最後の 2箇年の木質部と髄の近くに色素の上昇を見る。

第 2実験

クヤキ iスナラ，ヨシノザクラ，ヂヤヤナギ，モミデ，

ナギ，スズーヵヶノキ，モ=リフエーラホ.プラ以上2年生枝オ=グルi:，アカマツ， ツパキ

以上 1年生枝，チャ 3年生枝であった。向ほ fズナラ，ポプラの逆挿をも併せ行った。供

試材料は第 1実験に供した樹投を室内に放置したものから切取り鋲で切断後其の両端を切

出で平滑にした。 12月14日12時試験開始の結果は次の通りとす。

シグーレヤ供・試樹種はクヌギ，

(第2表)

樹 時l上昇に要した時間日男
一

上

一!
 

位
一

順
一

昇
一

L
L

一

種

一

キ

努H司)2両実験を通じて共

通する点は弐の如くであ

る。 1時40分

3時3('分

14日1:1時40分

15時30分11 フ

ヌ

ズナ

グ

20時間分

2~時20分

。

51時30分

グ

此の実践で 1~ 日までに上昇しな't.J・った樹種は冨シノザグラ，チ

ヤ，スズカケノキ，アカマツであった。

採取直後の上記樹投む外に庄内ガキ，クリを迫力目して再試験を試みた。即ち供試樹種は

モtヂ，ミスFナラ，モニリフエーラポプラ，ォ=グノレi:，ク ヌギ，クサ，ケヤキ，コナラ，庄

内ガキ，シグレヤナギである。 12月16日15時実験開始17日8時30分調査するに(所要時間20

時30分)オ z ゲルしクヌギ，クリ，ケヤキ，コナラ，庄内ガキ，シグ L ヤナギは既に上昇17

日]1時う分 ;1<プラ， 18日13時'lO分 tズョナラ， 21日8時:W分モ tヂ上昇せり。

之れによって同一樹種でも探穂部位叉は個体によって相当上昇時聞に差異ある場合ある

ととを知るととが出来た。例えばミズナラ，モ fヂの如し。然し大体の傾向は類似性大で

a.ヨシノザクラ，チヤ，

スズカナノキ，アカマツは

容易に上昇したい。

u.逆挿は上昇が遅い。

c.切出で切口を平滑に

した方は著しく水分の上昇

が早いようであるがとれは

銘2実験に際し材料を2日間

室内に放置して置いたもの

を使用したととが相当影響

して居るので切出で平滑に

してもしなくても大差無い

ととはきたの第6実験で明か

である。

第 8実験

44時間

， 
II 

， 

15 日 E時 ~O分

I 1 5 日 lC時~O分

HiB 8時20分

l 16 日 l f ~~r71-

， 
グ

グ

3 

日

4 

5 

5 

6 

ヂ

〉

-

キ

ギ

G

ナ

-

7

ヤ

i
T

レ

ズ

ダ

ミ

、

y

ヂヤヤナギ !

ヤ

ツパキC有業〉

4・

オ=グ Jレミ

モ

ケ

チ

グ日ホ・プラ C滋〉

ある。

.第 4実験

1949年12月21日14時的分定温器'250Cで実験開始す。供試材料はシンジユ(1年生枝)トネ

りコ (8年生)，タプ(3年生)，ニセアカ Lヤ何年生)，キリ(l年生)，プナ(4年生)，ムクグ(15年

17. 



第一号

生)，ハンノヰ但年生〕但 しプテは22日8時30分挿入ムクグ，ハ ンノキ は同日10時挿入す。然

して初日10時より定温器より取 り出して室内でと昇させた。

く段学〉山 形大 学 紀要

|上昇に要した時間

IJ時')5分

時

(第3表〕

種 |上昇順位 |

ド!日 lC時W

:!~日 と時 IC分前

日上昇樹

~ 

1;時党分内
.、
d ζ セ 7 カシヤ

17時，0分

1::::日 I時1(':$} 

I 1/ ~時

!24即 時1('分 ! 

此のI待までに上昇 しなかった樹極は トネリ コとプナとでおった。

時 :0分

:!:JJ時間

何時lC分

日時・JC分グ
。
• .> 

;) 

7' 

ケ.

キ

γ 

ノ

ノア

l;r 

:/ ン

ιー〆

ム

伺

一般的に云えば木質化

した校の場合よりも上

昇速度が速い。常総樹

が一般に遅いととも注

目すぺき事実である。

第 1.2.3実験と jじ鮫し

て著しい差異ある もの

はト ネリコ ，ハン ノキ，

fスP ナラ，クリ，グフ'

等であ り他は凡そ平行

している。

気 6実験

燕散流の測定

19凶年6月6日-6月9

日実施。供試材料はt

ズナラ，タヤキ ，ススeカ

時間の測定

ft.ルーペマr

使用して上

手{司令し 1点

を発見した

時をもって

定めた。

(舟t-l表)

之れによって同一樹砲

でも j采穂部{立叉は個f'l¥に

よって相当上昇時間に主:

異ある場合あるととを知

るととが出来た。例えば

tス、ナ ラ，モtヂの女口し。

然 し大体の傾向は類似性

大で、ある。

第 4笑験

樹種別に新生伎に於け

る水分の上昇速度を測定

した。第]， 2，・3実験と問機新生枝を切断後直ちに加工新来を全部摘去し上下共κ直角陀切

断 して赤インキ ]o ~.~ 液中に浸武 した。但し此の実験に供した資料は共の太さの点に於ては

不揃で樹種別の生育J!k況によって異る。 ]9乃O年7月 1 日 室内で実験開始の結果はみ.~ ::l去の通

りなり。但 し樹種別に2-3本のI惑を祷えて上昇時聞は夫21Fの平均を取った。著しくタン エ

ン分が酸化して観祭困雌従って躍k切口を切断 して調査するの必要に迫られたるものに t

プごナラ，クリ ，ツグ，ツパキがある。

考耐8

、 時~5分

L時 1[;分

市
宮
間

に
時

局
内

し
k
せ

径
の
底
、
吋
一

5

穏
央
担
。

中
{
一

苫

一

つ

長
町

一

3.

の
均

一
4

e

穏
(
一

昇
位
一

1

2

一
上
限
一

一
1

自

1
!

日ぺ3帯、

樹

1.1 13.4 

。

E時 ::!5分

f時.j¥分

0.65 

0.3~1 

0.~5 

1~ . ~ 

1:l.8九

1::.1 

。
d 

4 

P町長15:$ナ0.:10 14.4 D 

ご時 ;5分

4時・'::5分

4時 )V分0.5 13.5 s 

7時 E分0.60 J~.8 。
?時五分0.45 14.6 10 

クノキ，クリ ，モ=リへ

Z ーラポプラで1日6回

汲Ij定2時間置に即ち8時

日時20分

]C時35分

18 

0.25 

(¥.25 

15時l日分

0.80 

0.35 

1:¥.5 

] 3.~ 

0.33 

14.6 

1:17 

15.6 

。
7 

11 

12 

i
 

q
d
 

y
i
 

フ.

ノ

カ、

ダー

グ

7 

キ

ギ

キ

ホ.

キナヤレダシ

ハ

グ ユ〆

ヌ

キ

オー グ Iレミ

ヤケ

ヂ毛

ニセア カレヤ

キ

シユ

グ

7・

庄 内

シ ン

J.o 

サ
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15時:15分0.15 6.-1 ツメヒ

1'，時 5分0.:3.~ 1 ~ . :~ 15 リグ

1:時 1ii分0.25 10.S 16 キノマツ

:!3時 15分

出

1

0

浸

は

り

液

し

な

の
。
せ
け

色
る
昇
だ

桃
ナ
上
本

分

分

分

-nu

ハU
V

ハU
U

時

時

時

2

3

4
 

。.65
0.50 

0..1:; 

i

l

i

-

-

'

 

Q

u

d

d

 

i
A

・D

-

]

 

1:J.D 17 

18 

19 

ヂヤヤナギ

フ

スズ ;守ケ ノキ

ナス

]0時 12時 14時 1(;時

18時に測定し負圧をも

考慮した。実験法は室

主測定法により葉面積

はプラ=メーターを使

用し?と。其の結果は 4

表の通りとす。

此の結果は第4実験

の結果と極めて一致す

るも:.t.7:カナノキだけ

は異る。本種の上昇時

聞の決定は備考欄にあ

る通り極めて!前倒で全

面に桃色の液体の上昇

したのを見て時聞を測

定したため正確である

とは云えない。

0.60 

考

実験期間中に於ける室内の平
均潟度65%温度23'C

. 

備

(第5表〕

15.(; 

種 |lMl時間 |順位
の蒸散2

mgi 
ラ i O0099532;

キ '0.03叫 418J

Z ズカケノキ O.0:!96785i

リ O. 0~49S66 1

0.0560l751 

。
6、
“ 

3 

~O 7. 

ナ

ヘ'

ズ

タ

樹

ケ

4 

ラ |7. 

グ

ホ.

tr; 7実験

ポプラ3年生苗の下部，中央部，上部から夫k 挿躍を採取して上手if-速度を測定した。

釘 1回目 1919年1:2月 12日17時開始

部位上 中

上昇順位 3 2 

第 2回目全年1:2月 14日開始

部位上

上昇順位 三

上昇日時 16日15時10分 17日8時10分

第 3回目会年12月15.日16時5分開始

部位上 中

上昇順位 2 1 

上昇日時 17日8時30分 16日15時的分 17日P時30分

3回の実験で法則性はたいようだが概して下位が早く上位が遅い傾向があると とを認め

るととが出来る。

第 8実験穂の下方切方に よる上昇速度の変異に関する試験

材料はボプラの枝を使用した。

{イ) 穂の上下の切口を共に直角切とし切出で平滑にせるもり

穂の上断面[は直角，下C断面は切出で斜に削ったもの

穂の上下の断面を著しく鈍い鋲で直角り圧切したもの

穂の上断面は直角，下の断面広捜形とせるもの

1 

16即時20分

下

2

下

i

下中

L同

/t斗

19 
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但し何?れの材料も長さは等 しい。

第 1回目 1949年12月日日 1i時笑験開始

11原 位 2 ;3 4 

加工の様式 (ロ) (イ) (，，) (エ)

上昇日時 ]3日9時30分 。10時20分 ]4日月時 //8時20分

第 2四回全年]2月lHlll時ao分実験開始

11煩 {¥'r. 1 2 3 4 司

加工の様式 V') (イ) (ロ) {ニ)

上昇日時 J.!日 15時30分 ]5日8時 #8時]0分 ク 8時20分

Ui3回目 全年12月15日16時15分開始

11国 位 1 ワ 3 4 

加工の様式 {イ) iロ) V市 {ニ)
』ーーーーーーーー、-----"

上昇日時 16日15時10分 16日15時20分 17日8時30分

3回の実験を通じて加工様式(ニ)がー香運いととが一致している。

.第 9実験挿穂の加工様式と水液上昇との関係についての実験 (第 1図参照)

ぐ第 1図)

枯
損
部

刊の場合は7kは葉の着

生校の方に誘われ本

茎の方には中k 上昇

しない。

(ロ)生側枝を鋲で除去し

た場合は共の切口市i

から7K液が漏出する

も容易に頂部には上

tロJ v、)

枝
の
切
断
面

昇 しない。

村穂の先端部に組織の枯死せる部分ある時は水は共の部分には上昇 しない。

(ニJ水はよく上昇する。

第]()実験 穂の下の切口を夫k 加工した場合の上昇速度

付)下の切口を決イじした場合。ポプラを材料として実験したるに ωntrolより早く上昇する。

(司下の切口附近を石で叩いて組織を破壊した場合。 ポプラを材料と して実験したるに

controlより 早く上昇する。

竹下の切口面をイボタの葉で磨捺して葉液を附着せしめたる増合。ポプラを材料として笑

験したるに controlより 遅い。

結局上昇速度の一番早いのは炭化吹は叩いたものそれから control3たが葉汗を塗抹した

ものと云う順序となった。

第11笑験

7.K液の上昇が下の切口からばかりか或は表皮からも吸牧されるものでるるかと云うとと

を決定するためにポプラを材料として下の切口に ワセワ L を塗抹して色素液に挿入したも

のと切口はその僚にして表皮にだけワセリンを喰抹したものとワセり L を全然塗抹したい

controlとを設けて1950時2月7日実験開始せるに一番早く上昇したのは勿論controlであっ
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挿木の生潟 学 的研究 一一斎藤

て2月8日上昇 し表皮だけにワセリ L を塗抹したものは之れと殆んど大差たく上昇せるも下

の切口にワ セリンを塗ったものは2月9日に到るも水液の上昇を見主主い。同月 11日穂を割っ

て調査するに完全に色素が上昇 していない。此の事実からして水液の上昇はポプラに於て

は主として下の切口からと云うととに主主る。 きたに7.k雨iょに出る部分を全部ワセリンで塗抹

したものも中 k上昇 し主主いので之れを割って見ると穂の長さの牟分位までは上昇 していた

が上回には勿論到達 したい。上の切口にのみヲ七リンを塗抹したものを割って見ると字分

以上まで上昇していた。

tr;12実験

クリを材料と して吹む笑験を試みた。

" 

J !-l50年3月 1 日~;時実

験開始技の太き No・1

から1年生校No.5に到

るまでの夫.k([)太さ

及び加工様式のもの

を色素液に浸漬して

共の上昇 速度を測定

せるに No.1が一番早

く次第に直径の細い

ものに至る。3月1日12時資料を切断調査するにNo.号に於ては全長の1/4位しか水の上昇を見

ない。 ヨたに遅いのはNn.-!であった。 No.2の側枝には7Kが上昇 していたかった。術ポプラ，

庄内ガキ，千リを材料として穂木の長さ は等しくして直径に大中小を設けて実験した結果・

も亦同様で太いもの程遠く吹は中京小径は一番遅かった。此等の笑験に於て上部断面から

の水分蒸発が7.kを揚げる誘因となるととを確認するととが出来た。

釘~ ];1実験穂木中の水分含有企の測定

] 0'19年12月1::1日実験開始。材料は下記11種を選んで普通大の挿穏を排えて之れを定湿器

中に入れ水分消失の献況を秤量し且水分含有量並に挿穂の比重を計算して見るとき欠表の如

くになる。但し194')年 1"月初日から翌年1月6日までは定湿器に電気を入れなかった。 最初

は幻。C.1ゴ月 27日から500C.にし1950年1月10日に加熱して全乾欣態とした。

第。表

約.5"

、、

i

切
断
部

ぷ"0.4

(第2図〕

.l'O.3 1も.2

， ， 

グ0.1

会乾翻 |水分含有抵 |百分稽 |採穂の容相
(gr)' (gr) (96)1 (cm:l) 

蜜

0.50軽

上ヒ

19.90 48.:! 

樹

19.70 

0.85蜜

最重1.11 

13.37 

14.26 

5:'.8 

41.8 

24.25 

27.20 ヌグ

0.52軽

0.66 中

0.73 中

23.12 

14.7:J 9.95 

30.(15 

1!l.70 

フ.

λ ズカケ ノキ

ホ・

0.70 中

14.26 

16.96 45.1 

8.20 

9.80 

J8.75 

21.75 ヵ-

1/ 

庄内
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ケ ヤ キ ]o.05 8.05 ~.OO 0.G7 中

サ グ フ 21.90 lU5 10.65 49.1 14.07 0.79 LR 

ズナラ ]9.65 11.15 8.50 43.2 ] 7.18 0.¥"> ~I~ 

キ 32.10 ]2.10 20.00 62.3 3t1.C'16 O. 3~ 最軽

ミズナラ，シグレヤナギは10日間で大休水が町く なり最初の 2日間で急:に水分が少なく

なる。ク ヘ'キ も 10 日間で大体水が1!\~ く 怒るが漸進的に消失し，ク リ ， スズカク ノ キ ， オ エ

グ ル fは温度をちOOCf'L上げると急:に発散が激しくなり加熱によって台、減する。 庄内ガキ，

サク ラは漸進的に水分のjilI失を見加熱に よって急:減ナる。ポプラは漸進的に水分の消失を

見ク ヌギは最ー初相当早く 7Jcが無く怠るが保有孟も相当に多く 加熱によって急:減する。同一

挿I患I'Tf'L於ても木質音11の部位によって水分の合有立に大差ある ととはキリの断固で推定1+¥

来る。即ち皮 下部 と髄の周囲とに多いととになる。即ち上表に於ける水分含有主のみでは

部分的に多いか少たいかを決定する材料とはなら友い。

第14実験

日本紙で紙場を作って]本は乾燥!/た態 1;本はや乾燥1也の 1;本は7kで漁 し?と批態にして同

時に之れを赤色インキ中に共の一端 を浸す時は水液の上昇速度は第3:;番目のものが 1位で2

番 目が2位でH耳目が3位t-主主った。即ち水分の合有企大たる場合に上昇迅!度が速いととに

なる。

n . 1受験の結果

1. 7K液の上昇は樹1耳目Ijに大体の連広三がきまっているが採穂校の部{立によって去異がある。

仮導管をヰfする針葉樹に於てq.l'に遅い。

2.切口を鋲で切断後切出で.zp;--目・に したものは鋲で切ったばかりのものよりも速度が速い。

3.逆挿は7kの上昇速度は梢k 鈍るが上昇はする。

4.1本の枝で法制I1と中央部と先端部とから持砲を採って上弁速度を見るに細い頂部がー蒋

t0:'慢で基部と中央部とでは区別をつけに くい。

5.下部切断面の切方に よる差異は棋形が一審遅くE互角乃五片削は大設がない。

6.側枝を上部断面か ら透か下方に附したる場合は 側{去に1k液が誘導されて木茎には上昇

し難く 友る。之れに反して上部断商の梢k下位に一枚の支を附する時は上昇ーが速い。

1.側枝を多数揃去して本茎を拝木とナる時は共の切口 から7k分漏出して 上断面に揚りに

くい。

8.色素が上商に現われる模様には荘1-kあって 散点I1犬る り叉断商の髄の周聞叉は F皮下にー

様に塗 りつぶすように現われるもの等技k である。多年生校に於ては 1，2年生の材 質

部を上昇するものが多い。環孔材に於ては秋材部の小導管を上昇するものが多い。

9.色素の上昇は最初皮下及び髄の周囲に多い。

]0.キ リの生校を切断して見る と水の多く含まれている部分は9と同位置の所である。

11.下部断面を焼いて茨化させると揚水速度が速い。

12.7kの上昇速度と導管の排列即ち瑛孔，散孔，斜f.);;ltJcとの関係は大 した 影響無きも概し

て環孔のものに水液上昇速度の大怒るものが多い。

]3.導管の大径なものに上昇速度大主主るもりが多い。

22 
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挿木の生理学的制究ー斎藤

]4.挿木不可能種の中I'ukの上昇速度の大怒るものが多い。但しよれも 絶対的のものでは

無くプナのように挿木不可能であり.El.7kも中 k 上昇したいものもある。

15.ポプラ挿穂でワセリンを使って下部断面と水中の皮部からとの上昇割合を調査したる

に上昇水は主として下部断面からであるととを知るととが出来た。叉上部切断面及び

7kの上に出ている皮部にワセリ ンを塗沫したるに皮部は上昇に大 した影響無く 切口断

面が上昇水を誘導するととを知るととが出来た。

] 6.クリの枝について同長直径に大小ある挿穂を用意 して 揚水せ しめたるに太きもの一番

速く次第に直径の細いものに到り頂芽を附 したるものは水の上昇極めて援慢で、ある。

li. j陸軟材に押木活着の容易なるもの多く中庸材，W:き材には困現fIーなるものが多い。

18.水分多き樹枝並に水分多き部分に於て揚水力大である。

]9.新生伎を挿穏と した場合は木質化した校の場合と趣が異なる。一般に水分含有主多き

ため上昇速度も速いのであるが常繰庚葉樹に於て著しく緩慢である。

目論議

挿木を分けて二っとするととが出来る即ち常総樹の挿木と普通の蹟葉樹の挿木とであ

る。前者は切残された枝葉を有するため共の挿穂、内の水分上昇は実験第12の如く 蒸散作用

によるものであり後者は主として著者が実験を試みた通りとれは蒸散作用に依るものでは

無く専ら上部切口断面の乾燥に伴う水分の上昇に帰荒する。即ち切口面積の大なる程上昇

速度が大となる。体積に対する切口面積の割合によるものではない。樹{本内に於ける水分

上昇の問題に関しては毛細管設，気圧設， 浸潤設，根圧設，凝集力設あるも今日最も安当で

あると信ぜられているのは凝集力投でるり而して吸水力は木質部の髄&皮居との両方へ向

って大とたるものとせられているが此の点著者の実験と一致している。環孔材に於ては春

材中に甚だ大怒る導管が多く存在するが秋材部の導管は小さくE少主主い。然し大導管の方

は蒸散流の速度は大であるが水桂が切れ易く之れが通水に役立つのは生育の旺盛な時即ち

樹冠の吸水力の大怒る時であってその時期を過ぎると此の導管には空気が入って水の上昇

には役立たなくなりその代りに専ら秋材の口径の小さい導管が之に役立つようになると云

われているが著者D実験に於ても之れと同様な事がニセアカシャ，ケヤキに於て見られ

た。 著者は更に此の現象は寧に環孔材ばかりで、なくグぷの如き散孔材に於ても秋材部の導

管を多く 利用ナると とを認めると とが出来た。 松島種美氏は切り校の吸水に就て実験を試

み校の切口を焼くと吸水大主主りと報告しているが著者の実験に於ては速度の大友る ととを

認めた。更に氏は直角に切られた校と斜に切られた枝を比較する と切口面積に比例し従っ

て切口を割り砕く のも有利であると云うているが之れは勿論枝に葉の附着 している場合の

笑験であって落葉蹟葉樹の挿木の場合に於てはuの展開する迄の聞は下部切口面積と水分

上昇速度との聞には関係無く葉の展開後は松島氏の実験のように放る訳でるる。下部切口

面を砕いて挿す場合は著者の実験に於ては上昇ぜ度の大なるととを認めた。

応用方商から見ると水分の上昇を防ぐには上面切口をエナノ J'叉はワ七リンを塗抹し，

上昇を減少せしむるには日除を設けるとよく叉は塑条とするとと等が考えられる。水分上

昇の旺盛な種類に於ては絶えず下水の補給が大事主主ととになる。即ち樹種別に技術的取扱が

具るととに主主る。落葉蹟葉樹の場合挿F患の穂捺は今日まで行われている仕方は水分生理上

から見て別段変更を必要としたい。
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第 2節揖穂の設芽及び設根

1.室内賓駿

第15実験

1949年 9月28日実験開始。シ クレ ヤナキ， ジヤヤ ナギ，ポプラ， ススカ クノ キ 2年生伎

を普通の挿穂の長さ即ち13cm1立に切断し一校の基部，申央部，頂 部から採穂夫 k 大，中:tJ、

を区別し民口瓶(tC 7kを盛 り ずp入して定芽又は不定~\不定棋を付l展:せしむる こととした。

但 し各樹在，共中はツユ，クサの]1;'汁 を下部切口i百に塗抹 した。其の栽培経過はヨたり通 り。
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比較試験のため悶場に於ける3年生前を引llX夫々 断幹して共の発芽の有irrf;<¥:.j::/X検ナるにホ・プラ，

7'') ~ナ λ は上詑実~I亡於けると間際発芽せざるもシダレヤナ ギ及ジヤヤナキは発~.i'=展開ナるも笑験

室長内よりも伸長生長の怒きは気温低きためたるべし。

此の種実践を通じて定湿器の戸を開放してカラス戸だけとし然も溜皮在日OCIこ保つととにし光線の射

入に努めた。

節目実験の結果は其の如くになる。

1. ツ 1 クサの葉汗ば発根促進に役立つ。

2.発芽には定位置があって葉痕に限る。 発根は共の他の皮部からと云うととになる0

3. シタレ ヤナ ギ， グヤヤナギ，ポフ・ラ共此の時期に於て発根は発芽より 早い。

4. ジヤヤナギの棋は服口瓶中ではアン rキアンが出来て紫紅色を呈する。

5. ポプラ， スズカケノキの発芽発根の秋季に於ける停止期は 9月下旬でありヤナギ類は

それより遅くまで能力がある。ケ ヤキに於ても 9月:20日を限界としている。従って挿 木

可能時期は東北地方に於て 4月より 9月までの宇年となる。
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掃木の生理学的研究一一斉藤

6・枝条の頂端に近い部分から採った穂は発根が悪い。

第16実験

]94}l年9月8日ヌギ， マサキ，ススザカク ノキ，ムクゲ，ポプラ yヤヤナギの挿穂を作り之

れにツユクサ葉汗を下部断商に塗抹したものと (A区)処理せざるもの(B区)とを赤土に挿

し3週間間断念〈撒水して 3週間目に之れを掘取って調査 したるに凡そ次表の通り主主り。

(第8表)

樹 種| 28/IXに於ける発根発芽の獄況

A 
B 

A 発根1本

B なし

A カ'1--7.が樹皮と材発芽との聞に出来る
発根の阪、主主多数 せb

B 発根なし。発芽しiJ，けている

A 業展開す。発根せず。

H 発芽しかける。発根せず。

溌芽す。展開Icm位のも力3本.発発根芽ゴせ
カル λが出来かける。発線数本 ず。

B カル Z が出来かける。発根せず。発芽1本lcJlI

g 発発根多数，発賜芳:445cm4本A1 援多数 5CLllS……位

G 糊 多 数 ， 耕3cIU
Bh 発根少数， 発芽4cm5本』発根I筒所から2本位

[3/XUに於げる
い薬の献態

スギ

マサキ

スズカケ ノキ

ム F ケ.

ホ・ プ ラ

ジヤヤナ ギ

業緑色

者定宇枯死

瑛緑色

死枯

色

学

級

奨

葉

〔備考〕 日SIIX以降ItlYi口瓶中の水の中に掃入した。

第16実験の結果

1. -vサキ，ポプラ， ジヤ ヤナ ヂは発根が速く発芽が遅い。然るにスズカナ ノキ，ムクゲは

発芽が発根より速い。故に スズカク ノキの如きは発芽だけを見て挿木が成功したとは云

え主主い。

2. A区即ち処理区は発芽，発根に於てB区即ち無処理区より遥かに勝る。

3. ポプラ，スズカナノキの生活休止期は他のマサキ，ムクゲ:.;ヤヤナギより速いこと

を知るととが出来た。

第1i実験

]950年1月23日.ヂヤヤナ ギ，ポプラを材料として 1枝の上位，中位，下位から採穏250 C定湿

器中に入れて発芽欣況を調査せるに両種に於ては冬芽が中位に於て完全左足るためか一番よ

く次は上位最後は下位であった。ヤナギに於ては葉痕の下位から発芽ナる。

第18実験

1950年1月17日実験開始。モ=リ フエーラポプラを材料として人爵的傷害を受けて萌芽

の頂郎折損せる校の上位と中位とから探穂 し次に同株の同径の他の蔚芽枝から上位と中位
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とから採穂して蹟 口瓶中k7Kを入れたもiZ)i中に挿入してそれを250Cの定温器中で発芽発

根せしめたるに

2J/I 傷害区の上位の ものが発根原基が早く現われ発根せり。

271I 傷害区の中位のものが発根開始せり。

即ち，対照区は何等変化 を見ぎる中に早く発根する ととを知るととが出来たo

J;t;I9実験薬剤処理による発芽発根試験

1950年1月11日実験開始。材料はポプラ，''Vナ ぶ クリ，タヤキ を用い普通大の挿穂を按

え25
0
C定温器中に7}くを盛 りた石康口瓶中に挿入して発芽発根のガk況を調査 し?と。定湿器に

入れる前に沃素 1錠に7k2合を加え 3時間処理せるものを A区と し 4時間牟処理せるも

のをB区， Vitamin Cの 0・02%3時間処理区をC区と し4時間牟処理区を D区と した。共

の経過は弐表の通 りとす。

(弟9表)
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第19笑験の結果

}. クリの発芽甘え況は小枝切断面の両側に 1不定芽対-生ケヤキは小枝の下位に 1個の不定

芽を出す。

ホ・プラ，ヤナギはA，B区に於て発芽ナるもク リ，ケヤキは発芽せ十。

タヤキにはカルフ、が形成されない。
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捕木の生E理学的研究 一一斎藤

3.一般に護芽j伏況はA区はB区より良好なるも controlより 劣る。 C区は D区より良好に

して controlより梢々 よろしい。

4.沃素は発芽を抑制して発棋を促進 し VitaminC qカルスの形成を促 し発芽生長を促

進せしむる傾向あり。

第20実験沃素処理発芽発根試験

1950年 1月17日実験開始。材料ノイパ‘ラ ，ス ズカケ ノキ，ムクグ， マサキ，レンゲウ。

250C定温器中で水耕。水 1合に対し沃素 1錠をA区 2錠をB区と し処理時聞は 3時間と

した。共の経過は女表の如し。

(第Ir表〕

一
A区 B区

21/1 レンゲウ花芽展開

23 レンゲウ花芽大となる レンゲウ花芽が出始る

の4 Iレンゲウ開花パラの発芽 レンゲウ開花パラの発芽
Aより遅い

25 I |花る崎容のため貧弱とた

2; Iマサキの芽が伸長

control 

レンゲウ花芽展開

A区と等し

" d 全体的に旺盛

バラの芽古:関〈

プラタ+ス芽開 <， ムグ
ゲの狼原基現わる.バラ
の渓縮みレン ゲウ散る

パラの発芽

レシゲウ，パラ何ずれも A区
よb旺盛

バラの方がA区よ b進むも他
のものは劣る

バラ， し y ゲウの漢の展開A.
Bよb旺盛

レy ゲウの根原基発達

~lO Iノミラ発根開釘

I/U 

4 感旺

根
見

発

タ

ラ
-

7

7

 

フ

ホ
縮めたの

告
官業努のキサマ

むり

" ， ムグゲ発芽

結果

1. パラの芽はA区だけ生きている。

2. B区は薬害を認、む。

3・第19，第20実験を通じて沃素は 1錠区で処理時聞が3時間以内が油当であるo

fj~21実験 アルコ ー;1..，ナフタリ L処理による発芽発根試験

]950年1月23日実験開始。 A区はナフ タ リン 0.1%.18時間処理樹種はレングウ，ポプラを

使用し，B区はエチルアルコー ;.0.1% ~8時間樹種は ムクグ，ヤナギ，レンゲウ ， スズカタ

ノキ，クリ，アカ マツを使用 した。 controlに用いた樹種はB区と同 じ 経 過 は11表の通り

結果

] .ナ フタリンは刺戟物らしく発芽旺盛となる。

2. エチルアル コーJ¥.-も亦発芽を助け棋の発生を促す。

21 
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山形大学紀要 C疫学〉第一号

(第11表)

レンウゲ，ウ花が散る主襲Eの展 ムク ケのl涼京」基」去」訪泊が:発生する
開泊が;完進主む l もc仰()川)J川n山1

レンケゲ，ウの瑛の股開1:より 庖感
ムグケ'の奨色あせる

A区 B区

f‘ 
2f，/1 ポプラの芽から粘液分泌;
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contl'olに比較してヤナギ
の根の出方I!玉感

‘、・4 ホブラ発根

6 |レy ケ'ウ花散る

|グリの芽が動き出す

レン ゲウ花が~凋し始む |

4 I全般的にi正疑

7 

8 

。
1::: 

14 

第ヨ2笑験 低温処理実験

ヤナギの根原基発生

レy ゲウ，ヤナ ギ，ムグゲ全部
発芽

A，B区 より遅れる

、

スズカケノ キ開苦T
~ 

グ!)の芽活躍B区より旺感

1950年4月18日実験開始。マサキ，ポプ?を材料としてとれを庇口瓶に水を盛りたるも

のの中に挿入して毎 日 15時間主とし夜間はOOC~30Cの雲中 tc j慌を安置し昼は250C の定温

f第12表〉 器中に入れ光紘の射入に努

l釘j)fiAl.瓦 ii721 対 面一一長一 む。以上のとと を2週間継続

一←一一一一一一一ト一一 一 ーー して見た結果は女去の通 り。
|ポプラ上切新聞にカル ス |ポプラの上切J質問に カル

1![ I形成 |ス形成

24 I ポプラ皮目肥大

26 マサキの3f-が進む

~S ポプラの抗i路傍!出し初む

|ポプラの芳三が進む

ポプラに根原基発生 | 

宵

H
H

I
l
 

-
6ヲ
~ 

内屯， マサキヨF動き出す

4 マサキi!n淀散 り初める

マサキ芽が念に活躍する
ポプラ上断聞にカ lレス形
成

マサキには何等印jきがな
し、

6 
1/ 

り |マサキ芽著し〈伸長

28 

結果

] ， ~I; ;~'紘[J'd日;樹に対して呼吸作

用を停止せしめ茨水化物を

増大せしめたる放果編著で

あって最初の 2週間は寧ろ

負心影響あるも其の後は急:

激に旺盛となって くる。
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掃木の生恕学的研究一一斎藤

負J;23実験超短波照射による実験

波長の長さ 電圧 照射時間

No.1. t>.5m 200V /cm 10・
NO.2. 6.月m 200V / cm 20' 

供謝封種は vング・ヮ，ポプラ，庄内ガキ ，ク リ，タヤキ，スギ怒り。超短波に夫A の樹種の挿

穂を照射して1950年3月1日定温器250C中に入れ水耕す。其の経過は芸大表の通り とす。

No 1. 

;:)/1 

(第13表)

No !l. 

l レy ゲウの花芽伸長 ! 
|ポプラの根原;!t著し〈現わ !
|れる i 

control 

6 レシゲウの花は元気がよ !庄内摘の抑伸長 |レンゲウの花開抑止い

炉 -

d 

S 

唱。

い |レンゲウの花萎縮し初めた |
|り i

ポプラに棋原基発現発根 ;ホ・ 7・ラの狼原2査は出たが未 |ポプラに根原基発現発根
せり |発根

グqは controlより元気 |グリ一番元気がよい
がよい スキ褐変 |スキ褐変 |スギは級色の岱

ホ・ 7・ラの発根J伏況他の ~ J7 ，jの発芽紋況は他の 2区 !
区より断然良好である よりよい カキの芽の展開も i

f也よりよU、

ポプラの発芽状況f也より ぷプラの発芽J!k況1:¥01に弐 』
よい いで上い

レ Y ゲウの開開花期r:~No
.)に次<.

レンゲウの開花期間が一番 i

長い

!ケヤキの定芽若干伸長 ケヤキの定:t;f:全然{EI'びず |ケヤ キの定芽の生長一番よい
1.1 I年ヤキの不定券は出ない ケ ヤ キの不定芽が仕i初める l ケヤキの不~芽は出沿い

|庄内がキの頂]f:一番旺MfEr 庄内がキの丁茅の伸長NOl 庄内がキの頂芽全然動かず
l に次c 、 | 

日 !ケヤ キの不定茅米関街 。リ の頂3F膨大となる
| ケヤキの不定芽開釘

JG I 庄内カキの奨 茎の色濃厚i
実験結果

1.ス ギの如く3廷を有するものには超短波を用いても放果が無い。

2. 康~樹む挿?f':の発芽発根の促進に対 し超短波の交交巣は著 しい。

節2J実 験 ベニ シリンカ リりL処理試験

5/VI ，19~ 0，10Cc~の蒸溜水にペ ニシリ J カリウム ， I OO，O~O寧位を溶解しポフ・ラ ， ジ ヤナ ギ，ヨ

シノザクラ，タヤキ各-'<3本宛当年生校で挿穂となし3時間之を吸牧せしめたる後7Kf;11ナる

に共の経過143受の通り。

以上の成績か らしてぺ=シリンカリウ ムが或程度の抗菌性あるを認む。此の頃の 試験に

於ても未だポプラ其の他発様せす、。

第25実験暗黒中で7K耕 した場合

19/VII~ 19.50モ=リヘエーラポプとヂヤヤナギの当年生校から探徳康口瓶に押して暗黒中

佐置き?とるに24jVl之を観察するに対照区に比し上商口に著しくカルスの発生を認む。
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山形大学紀要 CCl学〉第 一 号

(第]4表)

口同月 処 務! 区 1nr. 処 f!.Il 区

ヤナ ギ，ホ・プラ展開し出しヤナギ発銀関 1;左に同じ
lljVI始controlより街々よい

19 ケヤキの援の展開も進み，ヤナキ， ポプ |モニリへエ ーラポプラが腐朽し出ナ
ラ何ずれもよい 、

~-I I総て旺盛にしてヤナギの根張特に著しい 宅=リ 完全枯死ケヤキ枯死しかけユ グラホ・
プラも枯死しかける

28 ポプラ金問的にJi凋し出す l生きているのがヤナギとサ グラで後者の発
ケヤキ， ヂヤヤナ寸立i肢に発芽している |芽1!I!il&

.10 Iぷプラ査問的に枯死

-.j I fr fキ ヤナ寺矧庇感サ クラ展開しかけ iザグラ i本旺盛 γナギi本生存
る3 ケヤキI本枯死しかける

J 

'l.7/咽 デヤ ヤナ キ暗黒中で発根せるに対照区に於ては辛うじて発根しかける，然 して対

照区は光線を得て立派に発芽する も暗黒中に於ては発芽せや僅かに乃/1Xに至ってポプラ

黄色に芽が伸長するものるるも大卒は穂が防朽し初めた り。fな治此の期に於てもポプ ラに

於て発根不可能たると とを知るととが出来た。ヤナ ギに於ては暗黒中に於て対照区より早

く発根ナるものたり。

第2"実験

31/VIL 19.50モ=リ フエ ーラポプラと=ケゴ ポプラと誌はモ=リ フエ ーラで韮は z グラ

のように平滑設秘主主き 3~jfi を材料として 7k耕す。 11/咽 調査するにモ z リは上部断面から

聞も無く 腐朽が入るも=夕、ラ及び、雑種は未だ腐朽せさ'るのみrs..らヂ、ニ 夕、ラに於て発根せる

ものあり。 ]9/V!B再調査するにそ z リフエ ーラ完全に枯死し一番強くて丈夫なのは z ダラ

でるり次は雑種と云。うζ とになった。

以上実験の結果 を総合して見る と

1.ツ ユク サの:mi'-トは発根促進に役立つ。

2.発ーす，発根には定位世がある。

3.発牙より発棋の速いもの(マサキ，ヤ十 :¥:，ポプラ)とその逆のもの(フ・ラタ ナス，ムク

ゲ)とがある。但し次節に於へ述べる通り級挿即ちポプ ラの新条を切って 6~7 月頃挿

木ナる時はおf芽の生長が早く 次いで発根する場合が多く 友る。

4. 挿木可能期聞は当地方では 4 月 ~9 月で樹種別に活動開始期並に中止期が異怒る。

5・枝梢の頂部に近い部分から採った穏は発芽が悪い。

6.1枝の中位から採った穂がポフ・ラ，ヤナギjまに於ては成績がよい。

7.外傷を受けた枝は普通のものより発根が著 しく速い。

8 カノレスの出来る植物と出来にくい植物とある，クヤキ，アキグ fは出来に くくクリは出

来易い。

9.沃素は発芽を抑制して発根を促しVitaminCはカノレスの形成並に発芽生長を促す。

]0.沃素は 1錠を7k2合に熔解し 3時間処理が過当である。

11.ナフタリン，エキ ルアル ー 11-は刺戟物ら しい発芽発棋を促す。

]2.夜間呼吸作用を停止せしむる時は 2週間後には常総樹に対 して顕著主主放果がある。
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J3.超短波は常総厨葉樹の挿木に於て発芽発棋を著しく促進する。

14.ペニシリンカ リユム処理は或程度の抗商性がある ととを認める ととが出来た。

1.5.光棋を遮断 した場分発根旺盛とたる場合がある。

16.同 1属中の種聞に於ても相当に生理的性質に差異あり てニ グラポプラの如 く生長は悪

いが 31/VII探穂したるに既に発根し得るものとそ=リヘエーラホ.プラの如く生長旺盛

なるも此の期に於て直ぐ腐朽するものと ある ととを認めたり，両種聞の雑種は其の中間に

位する。

ll.圃場実験

第27笑験超短波の照射による発芽発根試験

-l/N， 195()挿穏を超短波に照射 151N苗畑に挿込み共の後 29/V ， 23/VI， 14/IXの 3

固に亙って生育調査をなせり。 14/IXには首の 1部 を掘取り根の組織を調査せり。

供試材料はス ギ，ポプラ， カキ， クリ，ケ'¥"キの 5種 とす。処理法は失表のi湿りとす。

(第1:i表)

三坦空|波 長 む 圧 照射時間

No. 1 口 5m ~OO V jCm !!O' 

No. 2 6.5 m ~OO VjCm 40' 

~}/河生育調査の結果はさ欠の通 りとす。

(第16表)

樹 密 |施業本数 |ー ー生一環庄一弘及よ長一生長一一 | 摘I u_~ _~~ I No. 1 No. 2 Control 一

要

ス ギ 2(本) 枯 死 本 枯死 |ーまで相

1. 11 CJll I 1. 24cm 1. 19cJll があったのが成績不良の
3 2. 1('cm 2. ~5cm 2. 8cm 結果安部したのではない

3.枯死 ，3. 8cm 3. J8cm かと恩われる が其の聞大

カ 5 1 本 1 本 枯 死 1;恨に穏を挿して乾燥を防

グ 。 枯 死 柿 死 グ ;い戸。

ケ ヤ 7 グ Q 1/ 

:19/V中間調査をなせるに No..[ IL於ては クリ， ケヤキ生存 しNo..2に於ては同様にクリ，

クヤキ生存し Controlに於てもカキ， クリ が発芽していた。 ]4/刊の調査では生育欣況No..2

が最良であり吹は No..lControlと云う順序になっている。同日苗木e:>1部を掘取調査ナ

るにカキカはカ Jレスの形成あるのみで枯死に瀕せり。 然るにNo.2区のポプラ著 しく上長

生長旺盛なもの 2本現われたるため共の 1本を掘取りたるに下部断面から著しく太く して

長き根を出し其の長さ地上音j¥72cm地下部99.月cmを測定せり(第 3図参照)。

今ままに試験区に於ける ポプラ即ち No..lの 1.No..2の 1 Controlの 1の3本の生長過程

を図示すれば第 4図の如く放る。超短波照射区に於て 7月中旬から8月中旬にかけて著 し

く伸長旺盛なり しは注目の慣{直あり。(第 4図参照)

31 
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{llしJ s月 5刃 7月 8Jj つ月時

討作 lr罰 超知i皮!!n射試験区のホ・プラの生長経過図

第18実験母樹に於ける綜穂部位と活活との関係に就いての試験

スギ 20年生の樹冠上tii~的立派に発注した も のを選び樹冠を上， 中，下に3等分し更に各

k を東西南北の lプ1位に区分して各区か ら元本宛を探穂しlD/Vト19川床押 しとした。之れ

を17/刊に調査するに共の結果は凡そ女の通り とす。

-k玄!日! S N 

上 I[j (4) ， 5 (2) 18 (11) 

I:/~ I [) ()) 2 (1) I 2 (1) I 4 (1) I l;j (3) 

(第 17:;&)

Z己表1'/.1の数字は苗木の

波が最長色を是ナる個体

数であ り括弧中の数字

は務I辺二w:闘し完全に活
下 I[) (2) 3 (2) I 1 い) I 3 (1) I j ~ (5) 

| | 話せるものと認めたも

， '7.. fc¥ I ~\ Q fn¥ の e::!oる。計 I)，) (6) ， 111 (5) 8 (3) 10 (5) 

結果は樹冠の上位然かも東西から探隠 したものが一番優秀である。 ヨ欠に1949年当時山形

牒立農林専門学校 3年生怒 りし斉藤諦君の実験は5年生のスギ浩林木より上下の区別友 く

東西南北の方位別に各方位より 40本先探穂して押木せるにその活岩率見I~部ï5%，西部-;"2% ，

南部3ii96)北部70%で南部が最多の活芦容を示 した。

会~;~9実験 時期別押木試験

1950年 .'3]/m ， 10/IV. :n /1Vの 3}gjに分けて供試材料ポプラ ，カキ， スス引ク ノキ，ク

リ，，/イバ ラ，グマイブキ，イ ，;J<・グ，ツツ デ，ム クグ，レンゲウ，ア スナロ ，イ ヌツゲの];3種

に就き各.<<8本宛係穂挿付ーした。土撲は普通白岡土と困土に 1平方米当り 203弘の石友をカ日

~2 

" 
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えた土壊とを使用し 19/刊測定の結果は女表の通りたり 。

(第18表)
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5月に入てからは

新樹絵bに伸び泊

まて掃木困難とな

スズカケノキ 5 1 2.41 b中止した。従つ

て右 3回の試訟は

休眠掃と云うとと

になる。

~ ， 7 7 

，d. 

'" 

1. 'I!j~線樹のみでまとめて見ると各区共差異少なくアスナロ等は遅い方がよいようであ

る。贋2iE樹に於てはポプク，庄内がキ，イボグ等は早い程成額良くレシ グウ，ツツヂ，

スズカナノキ等は遅い方が良いようである。

2.活・岩本数は石次カ日用区と conもrolとでは大差無く 石茨カ日用区精良好で石友区に於て生

長良きものにはイボタがある。

釘30実験

。なり 室内実験の場合の s本の平均 |
上長生長量 i

成績と略 t一致するも 一一 ! 

室内に於ては中，上， 基の順序である。

第31実験芯止紘挿実験

ポプラを材料と して 1本の枝から下位，中位，上位と探穂し各区8本宛の挿穂を捺えて

4/IV.19.')0挿木し 20/刊共の上長生長を測定した。向を之れに加うるに人魚的傷答によ り

頂端部の切損せるもの L枝の下位から採穂して比較して見た結果は衣の通りなり。

左の如く傷害校最良の (第19表〕

生長をなし次は基部， ¥¥区名
¥¥|  部 i中部 I;lJ; 

中部，上部と云う順と 金援量 ¥¥¥I- -， I | 
郁容傷H

E

 

-
-

C

F

D

 

a
t
 

CI且

3i.b 

l/VI. 1950.ポプラ， シダレヤナ ギ，ヂヤキナギ，ス ズカタノ キの新楠芯部を切断之れ

を2週間放置して 14/1V探梅して挿付を実行した。 14/VIにはポプラ， シグ・ レヤナギ，

お
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ヂヤヤナギは既に腕芽を出し特にポプラに於ては 2-3 cm I'C伸長せり。之がため肢芽は

そのまLにして新薬全部を摘去 して穂昨えをした。但しスズカケ ノキのみは肢芽の伸長を

見守。 controlとしては央k の樹種の摘芯せざる新艇から探穂 し成る可 く太さを揃えて若

干の新薬を残して多くの新葉を摘去したものを使用した。 control以外の挿穂は総て沃

素 1錠に水 1合の割合のものに 24時間切口を浸 し更に熊結 5%液に2-+時間浸して挿木し

た。 沃素に漬けた時間長過ぎた事と摘芯の時期が少 しく早過ぎた関係とで成績極めて不良

eontrolも全滅したが唯摘芯のデヤヤナギだけは立涯に生育している。

8/VllI更に芯止めをポプラ，ザグラ，ク リ，カキ， リンゴ，ヂャヤナギ，プ ラタナスに施 し21/VJ1

之れを切断各樹種別に 3本宛の穂木を採取して植木鉢中に団子掃を実施した。 ;之れを5/:"¥1

調査するに controlに於てはヂヤヤナギ，ホ・プラ， リンゴ僅かに葉展開せるに処理区に於

てはポプラ，ヤナギ， リンゴ等ZiE著 しく展開し，サク ラ，カキは芽が綻びかけプラグナスだ

けは枯死したり。 之れを同時実施せる枝依由化法に比較するに芯止法は今日の所枝係由化

法に優る成和なり。

14/lX 1950掘取調査の結果は次表の通りとす。

(第20表)

でE宴今| 芯止区 | 対照区

¥尽求訴El--一 一 一一一一一一 |一 一一一一 一一 ー
j\\ ' "~I_l一芝一|一三一乏__ I~ 号 1_ 1 ザ 2一一史 -1 3日号ー
樹種 ¥l地 t豊明王監事主型担哩遡却型王理)!1!!J:-_!W:i'也l--i'f!I!型』二部地下郎地上部地ア部

プラタナス | 枯|死 1/レ | υ | 枯!死 ; グ|グ I 1/1グ
cm' cml 

ポプラ 7_51-+υ1 81 ::.01 5.8 :3.抗 o日| ー1.51 ー 0.7
カ キ| 一| ー!瑛展開e ー-' -1 -1 --1 -1 --1 
ヤナ ギ l:U;!5.01 1:l.9! 4.91. !:5.0 8.81 5.;;! 7.r:1川日|57i43
グ り| 枯死 | 叩 | ググ | 枯死 ! グ|グ | グ11/

リン ゴ10.71 --1 o_~ : -1 0.2: -1 O.~: 0.31 -1 0.2 
サ ー 1.0'

カルZi i | i | |方ルス _1カJレス --1カルス1.0'::_ ':'"1 0.9:. 0 . 7 1 一一 1.01 ，::，.~:' ， - ~::. : : " --! グ 7什|101怜i
C上表~可中:1:令lドz一の印iは土生存するも生長せざぎ「る を意味ナる〉

上の実験の結果注意すべき事項は次の通 りとす。

1.プラグナス，クり の枯死は両区共通なるが他樹盟に於ては遥かに生長。点に於て芯止区

が対照区に優る。

2. 21 /VllII'C於てもポプラ向を発根せざるも芯止区に於ては発根を見る。対照区に於てサ ク

ラはカ/レスのみ形成せらる .1.IIC対し芯止区に於ては発根せる 1個体あり。

ヤナ ギに於ては地上部地下部共し対照区より著 しく伸長せり。

知32実験

13/IV， 1950， ij'.f者鶴岡営林署管内城山事業区内より当時未発芽なりしため任意の康染被i

天然生稚樹(3-5年生)より採摺し団子持を実行せり。

24/V1I調査するにムラサキシキプ，ハワチハカヘデ少しく活若しエゴノキ，トネリ コは極

めて良く 活着せり。 1ニゴ ノキの活着は特筆すべき{買値がある。尚沿同 日落澗J僚も併せ挿木

したのであるが 24/VUまでは極めてよ く活着せるが如き欣況なりしも 1乃/lX掘取 り調査

3'1 

、

.. 
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を行いたるに.カルスは形成せられたるも全部枯死K.i頻せり。

第33実験 枝僚由化法

L'3/VI， 1950，リン ヨ， クリ ，庄内柿，ポプラ，ヂヤヤナギ，スズカナ Jキ， ヲシノザクラ

に由化法を応用すべく 白ペンキ を新梢悲部に塗抹し28/羽由化部の中央にて切断し事融5し
て定芽を伸長せしむるとと Lせり 。

挿穏を沃素 1錠に対 し7k2合の割合の液に切口を浸漬 し24時間格了後団子挿 として日除を

施した。 24/VII調査するにヂヤヤナ ギ， ヨシ ノザクラ， リンコが活着せる もの L如く 特に

ヂヤヤナギ. リシゴが優勢であった。

16/IX，再調するにヂヤヤナギ全切とサクラ 1本生着他は枯死せり。此の実験に於ても沃素

処理時聞が長過ぎたる嫌いがあり由化法応用の時季が今少しく組織の硬化するのを待つべ

きであったように考えられた。

8/VIB更に電気テープを利用してポプ ラ，サクラ，グリ，カキ，リ シゴ，ヤナ ギ，プラ タナ

スの新枝の基部を傘き 21/V¥I由化部を切断 し各樹種目IJに 3本宛の穂木を採取して植木鉢中

に因子挿を実施せり。 5/IX生育調査をなせるに cOl1trolに於てはヤナギ，ポプラ， リン

プ僅かに芽が伸長せるに過ぎざるに処理区に於てはホ.プラ，ヤナギ展開サクラ，カキは芽

が関野しかけたり。

14/IX， 1950，掴取調査の結果は女表の通りとす。

(第21表)

、-----、、区名'"¥言マξ:='1 白化 区 | 対 照 区

て二時1-1号 2 号 3 号 1-1 号 2 号 『 白 日

樹 種¥¥ |地上 l地下 l地上 |地下 |地上 |地下)地上 l地下 l地上 l地主一一一一一一

プラタナス| 枯|死 ， [Q '1' 枯|死 | グ[Q q[， 
1 (cm)1 (cm)l 

ポプ ラ 5.υ d.21 4.61 2.21 4.01 7.!l1 0.81 ー ].51 ー 0.7

ヤナギ 1 4.41 2.91 7.61 2.2 δ.5 7.5 0内 .aー1 5.71 4.5 

グ り 枯|死 枯死 Q!， QI， 
りンゴ o.CI ー 0.8 0.2 0.:1 0.2 

カルス
サグラ 1.4 1.0カJレ見

形成 形成 形成

Cーの印は生存ずるも生長せざる獄1m~意味する〉

上の実験で注意すべき事項は.ヲたりj重りなり。

1， プラタナ ス，クリの枯死は両区共同様主主るが他樹種に就いては 枝僚由化区の方が対照

区に優る。

2. 対照区に於て 21/V¥Iに於ても向ゐ発棋を見ざる も白化区に於ては発根を見る。

対照区に於てサクラが悉く カルス形成せらる Lも由化区に於ては発芽はずるもカ Jレスの

形成を見たい。

3. 同時に実験を開始し?と芯止法と校保由化法とを比較ナるにホ・プラが両区に於て発根せ

しととは一致するもサクラは由化区に於ては発芽せる t:'けに止ま るも芯止区に於てはカ

Jレスの形成若く は発棋を主主す。

第34笑験持~ïJl貯蔵試験

1950年 2月枝を採取し之れを漁った屑中に入れ冷所に置き25/1赤土で造れる床に挿し

35 
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た。風を防ぐベく限~1を廻し時k撤;;k もしたが一時強く乾燥 したとともあった。供試材料

は=セアカシ ヤ，クリ，ケヤキ ，モク しン，ア#不 リ， 庄内怖，ォーz ク Jレt，ム クグ，毛z リヘ

ラポプラ，ヂヤヤナギ，ススカナ ノキである。殆んど全部発芽して極めて優勢に見えたの

でるったが結局:7/VlI調査せるに活活せる ものは モェリヘラ ポプラ，ムク ク¥=セア カシ

ヤとであった。

tf:;・3i笑験 Penicillin kalium処理試験

.')/VI， 195つ，100cc，の蒸間7kにペニシ リン カリウム100.000単位を溶解せしめポプラ ，ジ

ヤヤナギ，ヨ シノザクラ，ナ Tキ各/<3本宛当年生技で、持穏を捺ぇ 3時間吸牧せしめたる

後之れを植木鉢に押す。 5/lX調資するにポフ・72芽展開， ジヤヤナギ 2芽展開，サクラ

2芽が綻びつ Lあるに対し対J!H区に於てはジヤ ヤナ ギ3葉展開する も他は悉く死滅せり。

室内笑験の場合と同務;抗菌性あるを認む。発:!Fを著 しく抑制する傾向あり。

15/lX，195つ掴取調益を行いたる結果は失表の通 りとす。

(第22表)

対照区

] .両区共地下部に於てカルスの形成を見ない0

c)グヤ ヤナギの生長は E・ontrolの方が良い。

;;.対J!t~区のポプ ラ は全部腐朽せるに処理区は腐朽せヂ。

第36実験 エチルアルコー)1-虚E里試験

摘要

30/VI ，1950，ムクゲ，ポプラ各3本宛の挿穏を作ってエ チJレアルコール 5%，1%，0.5%

0.1 ;:.~の 4 区を設け 2 時間処理後水洗 し植木鉢中に団子挿を実施 し之れを 5/ IX 調査せるに

5%区ムクグ 1本，1%区ム クゲ 1本，0.5%区ホ.プラ 1本 ムクゲ 2本，0.1%区ムクグ3本生存

せるに対照区に於ては悉く 枯死すり。 19/VlI調査時に於てはアル コール]%区長良であっ

たが害虫のために3誌が食害せられ枯死した。 姿は 196以下が是~r{の樹種に対 して適当であ

るととになる。

第37実験栴岡 持

8/IV， 195Gイ チヰ，黄金己パ¥サハ ラ，グ マイプキ， ツパキ，ウコギ‘ハコ ネウツギ，ト ゲ

ナシ=セアカシ ヤ，ヒ メツゲを材料と しつゆ持を団子持で笑施した.とれを29/VJ1調査する

に結果は凡そ弐の如し。 イチ.Jf.3/4，黄金ヒバ'2/.'5，サハ ラ8/11，タマ イプキ4/4， ツバキ

4/5，ウコギ0，ハコネ ウツギ7/7，ト グナシニセ アカシ ヤ0，ヒメシゲ3/3，但 し分子は活着本

数でるり分母は施業本数とする。ハ コネウツギは活着極めて容易は樹種であって此の時期
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に於ても100%の生着を見イ千ヰ，黄金ヒパ，サハラ，タ マ ，!ブキ， ツパキ， ヒノヅグ善寺:の常

級樹は何歩れも相当主主成績を示している。

以上園場試験の結果を総合するに

1・超短波は廃業樹の挿木に対し有放に働く。特にポプラに於て極めて長大主主根を生じた

ととは注目に慣するの

2. 20年生のスギ母樹より探穂せるに樹冠の上位が活着最良であった。

3.樹種別に挿木に適期ありて早春実施して優良な成績を挙げるものと梅雨の候が最良主主

るもの等様k で、ある。常紘樹はつゆ挿が適する場合が多い。

4. 人詩的傷害を受け頂部の折損せる校から採穂し?とるものが優良な生長をなすととは室

内実験に同じ。

5. 1校の基部，中部，上部から採穂挿木ナるに基，中，上の順に生長し室内実験と多少異友

る。

6.芯止め法，枝僚由化法共に多くの場合有効でるる。

'i .ペ z シリンカリウムの抗菌性ある ととは室内実験に同 じ0

8.ア ル ::J-)~処理は室内実験同様有効である。

1.論議

1.)室内で庚口瓶に水を入れてE互に挿木を挿入して常温或は定温器中での実験と圃場実験

との結果は極めて平行ナるものがある。但し其の発根欣況に於ては極めて発根し易きもD

でも下部切口i酉が1常tokで洗われるためか発根せ十上棋の発生する場合多きに反し固場に

於ては下部断面周囲又は直上位からむ発根が常に旺盛である。又蹟口瓶中では発根困難種

に於ては益k発根が容易でない。然し各種化学的薬剤による処理・物理的処理後発芽，発

根の傾向た簡翠に調査するには極めて便宜主主方法と云えるしEつ能率的であると とを知る

に足る。

2.)スギの採穂母樹の年令並に部位に関しては異論がある。、倉田径三夫郎氏は裏 日本に於て

は母樹の上位から採集し新潟に於ては母樹の樹令20ー70年採穂年令4--7年鳥取に於ては樹

令40一日年採穂年令主年と調査報 じている。 此の点筆者の実験と符合 一致しているのであ

るが秋田営1*局管内苗killでは採穂は7-8年生の南方に伸びている下枝を使用している。 是

れは極めて相反するように見えるが筆者は母樹の樹令並に環境によって挿木に週ナる枝の

位置が異るものと考える。 此の点更~実験に依って証明したい。尾中氏はクロマツ ， アカ

マツに於て実験し一般に上位の校階に於けるもの程成長素が多いと見ている。但し成長素

の多いもの必十しも常に発根旺盛であると云う訳ではたく発根には成長素は勿論必要なる

も極めて部い政度で発棋が促進されるものである。勿論針葉樹と康葉樹とで異なり樹種別

に又差異がるるととは克れない。

3.) 1年軸 1枝の基部が悶場試験に於て最大の生長をた し火は中位最後は頂部であるが此

の点田中氏や P.A. Hicks氏の果樹及キ ヌヤナ ギでの実験と一致 しCN率が校の頂部程低

く基部程向くなる。尾中込亦 1本の校に就いて見ると成長莱は 1年軸より2--3年軸に多

く夫より基部に向い減少する傾向があると云うている。但し成長素の多少は必デしもCN

率と相関ナるものでは無い。故に注;立を要するととは発芽発根だけの成績と共の後の生長

の如何と云うととは劃然 と分離して考えるべきで往k 混同されている嫌がるる。

一般に貯磁器分の合主大たる挿穂は一度発芽発根すれば其の後の生長が極めてよいととは

事笑がとれを証明している。 カラマツの挿木の場合持穂、採取前校端の芽を摘むのは生理学
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的に解釈する ととはLWNf:であるがCN関係，成長誌の調節，組織の硬化と云うととき与が考えら

れよう 。ポプラの場合室内実験に於ては最良が中イ立女は頂部故後が下位であるのは冬芽の

発達の程度が下位に於て極めて貧弱友信めで、4うり悶場に於て一度発芽すれば貯蔵11分多き

ため最大の生長を主主すものと考えられる。 子医者の実!設にか Lる芯止法の有効なる理由 も凡

そ此のカ ラマツの摘心効果と同ーと考えてよろしからん。 植物休が機械的に傷害を受けた

場合呼吸作用が増大し組織の生長現象が促される誌は古 くから知 られたる所な り。

4.) ポア.ラ等に於て紛

死する理由tに乙は多k 喜るうり。水分の蒸散激しく水分の吸牧之れにwわヂ、組織未だ軟弱にして

直ちに萎凋乾枯 し 腐敗ー瑳[のために速やかにl高朽 し成長ホルモ 与の含主多く して発根に泊

せざ、るためならん。因にThimaun氏によれば根は輩よりも 10万倍も薄い脱皮で刺1決され茎

の刺戟される民度では抑制されるものなりと云う o 13/1X， 19)0防 口瓶に7kを盛 りたる中に

ポプラを押入せるに 25/IXには立派に発根発芽せり。

5.)エヰルZJLコー }lが tli.t討中木の根原基を刺戟 して発根を促進する事に関 しては H・F.

CJement，及E.Akamineの研究があり氏等は5%のエチルアル コール を24-48時間作用さ

せて成功 している。著者の3Jミ験に於てもアルコ ーJレの千{殻なとと を認めたのでるるが之は

アルコ-，>の扱牧によって1ôfjt~{内にき定素原が;惜し且 OH基が増ナためなるべ しと考えられ

る。

5.) 総持の場合持itk¥が悲 しく腐朽する傾向あるたあに之を防ぐペく抗菌性物質であ.るペ=

シリL を使用して見たのであるが有効で、あった。 持組{を腐朽せしむる菌I<D種類を調査する

と共に之が応用的位値を見出すべ く1，サを主題多の実験を1fi:ねる必要がある。

6・)泌総樹の発根には日:訓多械を必要とす2と云われているが筆者D行った1lf雨押が比較

的成功しているのも此のためなるべ し。

i.)校俸白化法が何故発棋を促進ナるかの斑論は未詳であ り今後の研究に待たなければな

らない。

第3~官 挿木の設担模式に閲する研究

1.園場賓駿

第33実験

)04D年春季鶴岡宮林署立岩苗畑産杉台木から採取したる押穂 100本を 1え/V本校苗畑に

当時農林専門学校1年生斎藤諦君が挿付 した，同年11月之れを掘取って調査するに活着せる

もの87本で従って8i%の活着率を示 した。共等の発根様式を調査するK失図の 3種と主主る。

第 5図 図の 1は切口断面上部

の一定範囲からだけ発

根するもりであ り2は

地下押付部全部から一

様に発根するが棋の直

径は図の 1より細 く根

1 2 3  の長さは切口断面に近

い程長く色も褐色を呈するが地下捜部の側棋は一般に貧弱で白色である。即ち下部の棋は

所謂赤桜であり上音11は白根と云うととに怠る。図の 3は 1及び 2の中間形であって切口面
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に近い部分の根は旺盛に生長 しているが地際部の棋の発生は疎となる。 11'L属するものは

47本生岩本数の5-1%，2に属するもの17本20%，3に属するもの23本26%と友る。杉の品種ーによ

る発根形式の相違では無いかと推定しオモ テス ギ，ウラスギを分けて調査して見たが関係

を見出すととが出来主主かった。叉挿込の深浅でもないとと を確認するととが出来た。 ヨたに

精細に・挿木苗の地下部を調査する時は第5図2及び31'L属する もの L挿穏の切口或は地下部

に損傷を受けたものが非常に多い事が判明した。第ら 図の2の ものには切口断面に J~2cm

の剥皮部が明瞭に認められ図の3の ものも穂の地下部に J~'2cmの縦僚剥皮部叉は切口断聞

に剥皮部のあるのが見出された。

第39実験

1守;)38実験で得?と結果を実験によって碓認すべく 25/1，1950本枝苗畑j蓋2-3年生杉苗から

1本に付き1乃至2本宛の挿聴を採 り即ち1本の苗木から 2本の挿聴を採る場合には最初様、頭

部から 1 本採 り 次に地際までの茎に頂部に1~2本の側枝を附着せしめたり。 然 して夫kの

持穂I'L両削，片側，中割， 環j伏刺切を人t.t的に加工負傷せしめ対照区を設けて発根型式を比

較検討して見?と。各区共3本の挿穂を使用した。 15/VH，1950調査するに共の 結果は次表

の還 りだり。

(第23表)

区 名 |両側区 日可 忌 ] 中制区 |窓側切区|対照区

2 

1.51 4 

両削とは切出にて下部の両側を削ったもので削面の側検特に上方にカルスが形成され削簡

と制面の中間脅から主として発根し且つ上根も多数出る.No・1は2本の側枝を附着せしめた

る苗木の本幹下部を挿穂とせるものなるが斯の如 く発根せるにか Lわらや新摘の展開を見

ざるも No. ~ は苗木の梢頭部を用いたるもので新摘も展開しカル スの形成は無 く も 発根旺

盛ゑり。

片側とは挿穂の下部の一面を切出にて合IJったもので何十れも省IJ面と反対側に於て側面と時

々同一高さ或はそれより梢高位まで発根せり。 No.l及びNo.2は摘、頭部を挿穂としたるも

のであり 新芽展開中主主るもNo.lは苗木の本幹下位に 2枝を附着せしめたるもので発根極

めて肝盛なるも新芽の展開を見たい。

中割とは挿穂の下部断面を中央にて割裂せしめたるものでカルスは主として下部断面に形

成せられ1部割裂部にも生ナザる。発根は主として割裂の深さに相当し?と側部に於てし No.3

に於ては上様も生やる。

NO.lは 1枝を附着せしめた苗木む本斡下位を挿穂としたるものなるが側校は展開せずF

挿穏D上部断面に数箇の不定芽発生して展開中である。

環*刺切とは挿穂の下部断面の上位2~3cmCD位置に於て切出しにて環献に皮部を刺切 した

ものである。主として刺切部に環欣にカル スが形成せられNo・2に於ては下部断面にもカル

スが形成された。No.lは2枝を附着せしめたる苗木の本幹下部を以って病患とせるもむで

あるが発根は理欣刺切部の上位に於て旺盛であり且つ共の下位からも発根を見たり。両側
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校共に仲長せす=。

対 IHJ区は無力日工下部断面を直角に切断したるま L持入せるもので No.lは苗木の梢頭から

~~:摺せるもの主主るが下部断商は全然 む Jι スで覆われ共の直上位より旺盛に発根 し側校切断

部に於てもカ /"^の形成を見る。 No.:!は苗木の本幹下位に 1枝を附着せ しめて押入せる も

のでカル スの形成少なきも下部切断面直と位より旺盛に発根し上部断商の下位よりイ!民数。

肢芽を生 じ展開中なり。

実験の結果は次の事が云える。

1・)対照区に於ては下部切口商の直上位より一斉に旺盛な発根を見るも入信的加工傷害を

施せるものは総て上根の発生ナる傾向あり。

2.) 両告1)，片j~ï]，中割に於ては加工傷害部と同長に発根を見Eつ上根も生十る傾向あるも

環iJ;It刺切に於ては主として加工部の直上位より発根し其の下位に於て少しく発根する。

3・) 苗木の梢頭より探穂 したる場合は一般にカルスの形成旺盛なるも発根割合少なく古木 .

の本幹中柏、頭を除きたる残部を以って 1-2本の側枝を附して挿穏を捺えた 場合はカ jレ

スの形成は一般に少なきも発根が旺盛で、ある。

4.)梢頭部より採穏して押木し発根生活せし場合は新芽の伸長を見るも本幹下位より 1-三

枝を附活せ しめて挿木せる;場合は側校は絶対に{中長せや して挿穂の上部断面近くに不定

芽叉は服芽の仲長を見る。

5.) 活落差容は7古木の梢頭部どり探穏せるものよりも下部より側伎を附着せしめて採穂せる

ものの方極めて良好なるも歪形の115木となり 応用的慣i直な し。

以上の結果ーからして少しく論議 を必要とする。

即ち杉の場合の発根は人気的加工と札i関4うりて主として棋は加害部附近から発生する と

とに友り加害部が長き時は長い距離に亙って発根を見2互に切断せるのみの時は其の直上位

より発根する。t!Pち傷害ホルモ Lの拡散と一致する よう に思われる。7Jf木の主軸上位か

ら探121した場合と下位から探穂した場合とで生理的に差異あるはホノレモ ンの含有盆の差 と

思われる。即ち上位に多きためカルスの形成ilT:盛なるも発根比較的少なく 下位に少なきた

めカル スの形成少なくして発根五盛であると説明が出来る。

お-10笑!鈴

原英樹の場合の発根様式を把握するために第39実!設と同 じ加容をポ プラに施 し l/IV， 

1DeiO施業，其のl部を 13/VJl， 1950掘取調査を行った。但 し穏木は 1年生校を用いた。
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両j~ï) 区に於ては宵1) られた面

が下部断面と接触する所の

木質部より 多数発根 し一部

根は主と して害1J裂の深さに到るまでの両側に多き傾向あり 。
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環i伏刺切区に於ては下部断面からの発根旺盛に して一般に環il長刺切部の下位にて発根する

もの多し。

実験の結果

1) 対照区も加害区も上根の発生を見る。是れは樹種固有の性質と云うべく此の点杉の場

合と異る。

2) 人筋的加害区に於ては杉の場合と同犠加工傷害部と同長に発根多きも環AA刺切区に於

ては之れと反対に して環献刺切の下位に発根多し。 是れ針葉樹の場合と異なり直ちに刺

切部癒着せしためならん。

3) 両信IJ区に於て加工木質部より発棋を見るは皮下木質部にもホ)1-ぞ Lの分布すると とを

知るに足る。

4) 定芽の伸長j伏態は各区聞に於て対JIH区と比較して大主主無 く両削:;g:， ~Þ~，!ilJ 区， 環i伏刺切

区に於ては寧ろ対照区に勝る。

13/ lX， 1 950 に於て第叫表で調査した掘残しの苗木の生育R:1~態を調査するに中制区が著

しく 伸長生長の大と主主れる を観察して興味を覚え再度各区より 代表的たもの 1本宛を掘

取って調査するとと Lせ り (第δ図参照)調査の結果は衣表の通り とす。

(第2.'>表J

区 会-Mi-1太ょっムネ長|摘 要

即ち中割区，片官IJ区に於

て根の発達著しく之にヲえい

で環欣刺切区である。傷害

区に於て根の発育の旺盛主主制区 4fc田本 ~CIU

片側区 I 30 

中国j 区 I-45 

滋獄刺切区 30

contro1 39_5 

2 

2 

3 

32 1;太桜の基部直径'-mm ととは注目に値する。

62 大根の基部直径5mm 以上の結果から次の様えに

40 

20 

論議が必要と友る。杉の場

合と同様に人需的加工の深

さ或は長さの所から発棋が

多い傾向がある。ホ・プラの如く再生力の旺盛な樹種に於ては常に上棋を生歩るので重うるが

杉の場合と正反対に人

詩的加害によって~Iろ

上根の発生を抑制ナる

傾向bるを認む。

第-011実験各種挿木古

の護根形態の調査

ヂヤヤナギーー下部切

断面から O.'':cm位上位

の所から上方に沢山の も

ZZ根を有する根を発生

ナ。

屯続

L骨

ムク ゲ二一一下部切口の

周囲にカルスを生じjJ

ルスより 多 くの白根を

生十。
C第 6図〉 挿穏下部断面の切り方に依るポプラ緑木商の生長比較
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=セ アカシヤ一一下部切口にカ Jレスが出来てそれから発根ナる。

プキ ク♂トーーカノL' 7，の形成1!!~ くド断面の周囲又は共の上位より 発根する。

サク ラ 一切口にカ Jレス を形成し共処から発根する。

イボタ 一一切口から4cm上まで、は発根友く共処から地下 Jcmまでの間多くの上棋を出す。

色は白色なり。

スズカ クノキ一一下部切口の周囲に出来たカ Jレスから発根し上根は出ない。

ヤツデーーカルスの発生無く 下部切口の周囲皮下部より 旺盛に発根 し上根も生歩る。

ツパキ一一下部切口近くから1H~数に発根して球Jj]~と主主り上波も出ると とがある 。

色白色を呈する。

ヒメツゲー一下部切口から沢山球;伏に発根し日つ上根 も生デる。

レングウ一一下部切 口の周回より 垂直に数多の太き棋を出すと共に上根も出る。

ハコネ ウツギ一一下部切口I酉に カルス る生じ共の直上位より 多数発根ずる。

サハラ一一下部切口の上位に長き発棋を見多数の上根を生ヂる。

マサキ一一下部切口商から旺盛に発根し上根 も生ヂる。

イチヰ一一下部切口から発根ナる。

1 論議

片山氏等が行った調査に依れば北九州産杉中上根の発生し易いものとして上津江村ササ

ンノス ギ，高瀬村イ ヌスギ，矢部村アカパ等がある旨報告されている。勿論林業品砲に よ

って上根の発生し易いものとしに くいものがるる と云う ととはあり得る ととである。ヲたに

藤岡光長博士は発根様式に 2~:illの別あるw を認めその1 を切 口面のカ ノレ ス上方より発根する

ものとその 2を切口lEilの上方より 地表部に近く発根するものと注し後者を二重根と称 して

いる。 その原因は不明で、あるが小原氏は之が原因として杉の品種，持付の深浅，iWtnlの土壌

の性質に基因する旨述ぺてい る。 -?!i るに著者巧ì;のえ(~.38，節39笑験の結果は品種の差異による

発根様式の変異及び挿付方の深夜に よる変異あるを認むるを得デ結局外傷によるものであ

るとと を確認ナるととが出来たのである。併しながら此の現象は杉に限 られるととで平素

上根を生ヂる遺体質を含むぶプ ラに於ては逆に外傷に よって上根の発生生長を抑制する場

合 もあるととは第-10実!般に於て之れを明かに した。

ヨ欠に著者は杉の場ー合上根の発生を傷害ホルモンの拡散によるものと設明したのでるるが

肥後純氏等は杉持穂の発根力を研究しヘテロキシン処理区に於ては 3cm以上の部分にも

多数発根 し根の発生領域を拡大する傾向がるる と云うている。

第 4節挿木と土壌の種類

挿木の発棋を促進するに好泊主主る土質と して砂土赤土等が挙げられているが何ヂれも養

分を含有せざるととを係件としている。挿穂の水分経済上より云えば粘土質がよいが併し

水分の停滞に依る腐敗の防止，土中水分の調整には砂土が好泊である。赤土が挿木の発根

促進に最・適であるととは古来当庄内地方に於ても叫ぽれ又此の赤土で団子を作って団子持

にするととも普通に実行されている。ヨたに鶴岡市郊外金峯山麓地帯にあって今日まで挿木

用として使用されて来ている赤土を採取して其の理学的性質特に客水量を測定して見るに

凡そ次の如き結果となる。
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指木の生理学的研究一一斎藤

Uf;;ゴ6表) 容水量を主しとた供試土壌別の理学的性質 C8/V，1950調査〉

Xi 容絞比重 I 容 水 量 10cmの高さ
腕 皮 ω |平土均製震10註0c IUOgrh|100∞中の に水域昇 pH 

Cgrコ 定量C%) 容fflC%) せし時間

赤 土 筏 0.71424 115，2 58.46 41.7544704 32' 29'/8/11 5.0 

砂 土 F 1.29880 152.8 18.2;) 23.755052 日0'20"

媛 土 F 0.88726 11¥)，9 35.14 31.1783164 53' 28"8"/ D.D 

粘 土 f/ 0.90432 125.6 38.36 34.6897152 102' 53"1111 

実験の結果は赤土の容水量は極めて大であって遣に粘土を凌駕する ととに主主る。

左記温度inlj定の結果は接地温並むこ地下5 ぐ第27表)

乃至 10cmの温度が何歩れも赤土に於て て一一品由 ，~ 
極通ぞミ!去る古田!習liZ|接地温度

砂床と固土との中聞に位する。

押床には肥沃友土壌はよくないとされ

ているが斯様友土壌には有客徴生物が多

くなるため友らん。赤土，鹿沼土，砂土等

が挿木の発根を良好な らしめるのも 有害

微生物の少及きと とが 一つの因子なるペ

し。有答徴生脅?主なるものとして導管

性萎凋病類 (Vascularwilt. diseases)が

ある。とれは細菌が導管部に於て繁殖 し

之れを侵答する病であって 導管は細菌tむ

よって 充満されその代謝産物によって破

壊される結果水分の供給に不足を生じて

上部茎葉が急:激に萎凋する現象でるる。

要は赤土は容7k;l主極めて大主主るのみ主主

ら余地中温度も普通の困土に 比較して高

砂

圃

宏ミ

床!
こ1::'

土 |

19.。 28.05 

16 24.5 

J7 27.0 

C29/V，1950晴天11時測定気温2500本校苗畑〉

(第28表〉

¥¥墜さ|地下ICcmr 5ClUの温度|接地温度
似娘 ¥!の湿度 1 ~ ~' U V..J /.IIIl= 1 

砂同三
C日除区〉

砂床

赤土

岡土
C日除区コ

困土

22.00 

32.0 

22. 5 

18.5 

22. 0 

23.00 28.00 

29.0 34.0 

27.0 30.0 

22・0 ~7.5 

27.0 29.5 

く有害微生物も少たきが如く挿木用土壌 C9/V，1950晴天13時測定賓湿310C本校苗畑〉

として好適である。因に l/V，19，'50施業植木鉢に赤土，砂，ウスプJレン殺菌圃土 ，無処

理圃土を入れポフ・ラ，プラ タナス，ムク グ，蛇ヤナ ギの挿付を行った。ム クグは僅かに発

芽せるため其の健で穂捺を主主し他は新保伸び過ぎたるため之れを摘去して不定芽を出させ

るとと Lした。結局は全部枯死したるも極めて永い間立派に生存していたのは赤土区でる

った。之れに反してウスプルン消毒区が一番早く枯死せるは殺菌の結果として有害微生物

はその死骸を残し之れを喰ずる微生物が更にー屠増殖せしためと推定せらる。

第42実験

火熱処理滋菌土壌が挿木の発根促進に対して如何まる効果あるかを知るために衣の実験

を試みた。挿木実施は 14/VI，1950で紛雨挿を行った。

材料にはスギ (3年生首の芯を用う〉イチヰ，ツバキ，タマイプキ，マサキを使用し供試土

壌の種類は赤土普通区，赤土堆肥区，赤土焼土区，壌土普通区，壌土堆肥区，壌土焼土区そ

れに挿穂を沃素並に薦糖で予め処理したるものを赤土区に押付けたる 1区を加え計7区を
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設けた。各区毎にタ マイ プキ白みは 1本他の樹極は樹種別に 2本宛の挿I惑を押付けた。赤

土は前述せし全集山麓地帯の ものを使用しが〔素駕糖区は沃素2錠を 2合の7Kに溶f{j!"せしめ

24時間処理し更に践糖 5 %液中に 24時間処理して挿付したものである。J'l/lX.JI)功掘取

を行い之れを調査したるに結果は衣去の通りとナ。

(策29表)

¥ 附勾 =<-タマボ
区B司千土空i マ サ キ | ツバ キ 1 イチ 牛 |プキ | ス ギ

(No・!契展開数日枚 |伸長せず I :li正天MI長t1{5:X
援土普通区 I ~ 最大付l長根3.:3cJU 切口 I/:lにカ | 一 | ー カルス形成大

1 1レス形成

一一一一一_I ll'_~・2枯死 一一|血死 一一

盛土准肥区 Irじ;月数;手長:?: |結9"E 枯死 |- 撚ヌ形成
_.~.~~-_- _l '11..j7U _I~I~~ ____1 発似せず

IfNo，J展開数円長さ:3CIU ---1-:/証:;Id'll亙雇1・'71

盛土焼土区 |i i砧大総長8J l l白旧カ ノレス形成|枯死 i 枯死
l l N0.L1展開数 1，'長e'tec旧三本 大 | 
| 最大以長、，.， ー | 

赤土普通区 I {~~ ， ~，.~. ; 伝大総長 l i | - i i グ 梢制限~crn
11No.2枯死 |最大fill長根1.:11

(No，展B再釦で枚ffi，~ 5cJU 1 

赤土堆肥区 |(NOE高町長官e'ti 1 カ山形成 | グ 枯死

最大限長S.・Clll
一一一一一一 ( No . 展開数 i()枚 ~Clll~'本一| 一一一一一「一一一一一一「 一一一一一ー

すd 髭土区 liNO義高弘主義ぷ2m| - 1カ/レス形成 | グ 祈j頑仲良2.5cln

最大根長LIGIlt | i l 

一一一-1f No. iqì成長ν繭薮百五苅F函~一一一一|一一一一一一

沃素慨区 11No持議室三ぷ1 展開|グ i;::i J ! グ 枯死
数 l:!最大fJjI長根l:eCJUI

グマイプキ及びスJ はj也j拐を失して持付ーしたるもの反れば是等を除外して主主究すると と

にする。先余生活歩合はが素諜糠区第 1位に して吹は壌土焼土区忙 して赤土土佐肥区，赤土

焼土区，赤土普通氏撰土堆肥区は同数であり 次は壌土普通区であるo V素熊糖区 も土壌

は赤土を用いたるを以って之れを大きく 分けて赤土区と壌土区とする時は赤土区が優位を

占むるととにな る。焼土による滅菌の影響は生活分合に於ては之れ を認める ととが出来な

い。 僅かに平ゴて焼土gに於て優位を占むるのみoチCに活活後の生育j伏況を見るにが宗涼糖

区最大に して吹は赤ゴ:椛肥区 ， 赤土焼土区， 壌土tJ~ごと区の/i固 と なる。焼+は千j用微生物の活

動を促進せしめmri!2並に1mA分の可溶化土壌の理学的性nの改善与にまをするものに して125

土区が苗木の地上部主ur:地下部の生育fr::fif献したとと は充分考え得る ととろな り。栴雨押

併も 1;!t~孔樹磁の場合に於ては土中布告微生物の作用よりは議糠1:J. りホパモ ンなり の作-用の

方が主5:k.優位に位するものであると とを知るととが出来た。 fなお此の実験の結果マサキ，

ツパキ等の?;1・紘民主樹に対 しては沃素を相当長時間作用させた方が却って良い結~となる

ととを知ると とが出来た。之れそ要するに赤土l主将木の発根促進上極めて優秀なる ものに

してとれのみにて栽埼局するより因子持 とする方が発棋後栄袋分をl汲牧ナる上に於て良い結

果を粛すととを知るこ とが出来た。

第 5節雑草の葉汁塗抹による挿木試験

ト 固場並に室内実験

第43笑験
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1/ V ，1950，ポプラ，プラタナス，ケヤキ，サクラ，蛇ヤナギの昨年枝を材料として夫.k1D

新薬の汁液を下部切口面に塗抹して砂中に挿付し 17/VI調査せるに controlに比較してプ

ラスの影響を認めるととが出来危かった。

第44実験

27/IV，1950本校古畑にある杉台木より採穂し杉の葉汁を切口に塗抹したものと塗抹し主に

いものとを苗床に挿して 7月之れを調査して見た。其の結果はさ欠表の通りとナ。

両区に於て大差無き結果となった。

第45実験

2'2/ IV ，1950挿付。供試材料ホ・プラグヤ

キ，クリ，プラタナス，庄内柿，スギの 6

種をツユクサ葉汁並に植物界で極めて多

(第.'30表)

¥¥生活歩合
X くご I 1極察本数 |生荒本数|生着歩合

種類 ¥¥ 

処理区 I29本| 昧 I44% 

対照区 15 53% 

量の成長素を含むと云われている孟宗竹笥の先端部の廃汁を塗抹した。之れを 7月調査す

るにの弐表の如き結果となれり。

以上の結果ツユクサも

大して効果無く対照区と

殆んど変り 無 く街に到つ

ては寧ろ悪い結果 をもた

らしている。此の当時用

いたツユクサは発芽 した

かりで某 2枚展開せる

程度のものであった。

第46実験

ぐ ~31表)

対 照区畑床

但し施業本数は各区共樹留別に4本宛施業した。
4/IV， 1950.tfli業。材料 砂床主は河砂のみで排えた床のことを意味する。

はポプ ラを使用し早春康葉を展開するギ シギ Lの葉汁を塗抹して苗床に挿付けたり， 20/VIf
之れを調査するに処理区 8本の平均上長生長孟 36.ecmで、あり対照区は 8本の平均 δ0.2cm

であった。即ちギシギシに於て逆効果がるるととに主主る。

第-17実験

12/Vl[， 1950.笑験開始。供試材料はポプラ， ジヤヤナ ギ各区 5本宛にして新生投を取り新

薬を :fr~去して定芽を展開せしむること L せり。 持憾の下部切断面にまイカりサワ，オトギ

リサウ，ヨモ ギ，オホパコ，ツユクサの葉汁を塗抹して水と盛 りたる瞭 口瓶中に挿入せb。

共の結果は次表む通りとす。

(第四表)

一!こ ヶ j三竺|士竺|司モギヒニl対照区|摘要

Iiillt語体協議若個|端棋院想|童話だけ院議I個
lポプラも伸長根は対1!百区よ|けで対照区よ根は対照区と根も伸長した
し出ナ 19伸長ナ 問題い lif.iJ程度に伸長

一一!ヤナギ根伸長::¥:'+'¥'根謙一 一一一一一一三一一一寸一一 | 
2町 j 1cm のもの4 伸長1.5cm 他|ヤナ ギ根 1 本己 J ギ 8cm号|ヤナ ギ少し~.1 ヤナギ 1 本の
1111本他の 1本は広 I本少々発llEcm他の 2伊 宮本ポプフ|根が伸長ポ7・|根 2cmに伸長

I貧弱 |忌ポプラ芽 ~I本は短いポプ同展開 |ラ境芽 |ポプラ発根l
i 噛展開 |ラ大抵展開 発芽2
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ナギ発芽 I ....\+ ....L ~. 'Y'I<~!:' 1 ~ --.L.3.:!"~ -J..!;: 1 ....\+ ....L ~: ~'i.!:: 1 ...H-....L ~ ~-1.!.:." 
Mパ 5/51ヤナギ発芽 |ヤナギ発芽 |ヤナ ギ発芽 |ヤナギ発芽 |ヤナギ発芽 |左の分数の

vhl顎むい!発側/5 什 酬明哨|発根4/5 吋 発根m W81ポプラ発J5iZ霊与野
.~ . / .， ::;7C. '1 ;a.~ /.;1ポプラ未発根;ポプラ未発級|ポプラ未発倒ポプラ未発級 5/5発芽発根本

一 発夢幻5 Hυ|発芽5/5 一宇4/5 獅 2/5 発芽3/δ |賊 115 :竺

約 Ir五ア萎凋!姦非製臨::ぇ民ぷ:ぇ 足元ラ1本 |ヤナギ吹/512叫lo!と
III '-' I.LJ ， 萎凋し出す !発芽引 躍有2415 | |発根九/5 Il叩ユ川区

ヤナキ発五|発根附 降級5/5 I "" "~" ~ とを除き他
円 区は悉〈ポ

発根4/5' 円 1 プラの皮部
に黒斑を生
じ枯死する

;3J/VIIまでにば大竿のポプラ枯死せり。上記実験の結果ツユクサ第1位に して三えは対J!校区

共の突はイカすザウ，オトギリサウの順とたる。

第48笑験

ツユクサの植物体の如何なる部分が発芽発棋を促進するものたりやを知る~めに31/VII ，

1950， .!;プラ新橋 より挿穂各区 3本宛を用意し花のみにて塗抹せる区と茎汁を塗持せる区

と葉汁を塗抹する区と対J!日区とを設けて処理後蹟口)f'liの中に水を盛りたる中に挿入した。

但し此D実験に使用した対照区のポプラは他のものと別樹の枝を使用せしため生理的差異

あると認め 19刈III'L.於て〆切った。尚治此の時期に於てもポプラ発根せぎるため大事な発

棋べの影響を観察するととが出来主主かった従って発芽首長況θみにより判定を下すととにし

た。 7/¥11， 19.50調査ナるに 1位茎区2位葉区3{立対照区 4位は花区であり対照区は発芽

不揃である。花汁は著しく発芽を抑制ずるものの如し。 11刈E再調するに 1伎は茎区2位

は対照区3位は花区で 4位が葉区と主主った。

19/VIH. 1950持穏の品種を一定に し即ち =〆ジオミ プラを材料として同一笑験を繰返 した。

:28/¥11調査するに新芽の仲長は茎区 1位にして次は対日目区最後は花区である。前回の実験

と同様に対照区は不摘である。 3(J/VI蒋調の結果1位は茎区三位は葉区3位は対照区 4位は花

区 と決定し?と。此の2回の実験で最初花汁は発芽を抑制 し茎汁，~汁はとれを促進するとと

を知るととが出来た。ポプラの発根ナる時期に更に実験を繰返して発根に対する関係を研

究 して見る必要がある。ヰ存者第 1fd'ii t4主1 ろ実験及び第 [6実験に於てツユ ク サ全体のg~汗が挿

木の発根発芽に有効訟と とを記録したのであるが植物休の何ナvれの部分が発根を促進せし

むるやを決定ナる1JZ、要に迫られチくの実験を試みた。即ち 18/lX，1950スギ各区3本ボプ ラ

3本蛇ヤナギ4本宛の挿穂を作りツユクザの花汗，茎汁， ~汁を夫-'<5 倍に1mめ挿穂を18時

間処理して後植木鉢に挿木した。 BIJに18時間処理後の蛇ヤ ナギ各区 3本宛を取 りI35口瓶中

に水を盛 りたる中に挿入し植木鉢試験と比較ナる ととにした。 10/X， 19;:;0之れを調査す

るに水耕区に於ては根及芽の伸長は茎汁処理区第 i位に して花汁区と葉汁区は対!!校区に比

較 して発根は等しきも発芽が抑制されると とを認め植木鉢に於ては問機に茎汁区の発芽j伏

況 ジヤヤナギ に於て第]位にしてポプ ラもl本発芽展開せるに対JI13区及び他区に於ては未発

芽友り。 17/X，105)植木鉢中の穂の掘取を布い再調するに其の結果は次表の如く主主 D。

ぐ第3'~表)

¥------ 区名| 誕汁区 i茎汁区 |花汁区 |対照区
一堕璽名 ---.......) 発芳:数 l 発級数 1 :発芽数|友銀数J盈主主1< 1 発哩塾 ~ ~均蛍J~根量仁

ジ ヤヤナ ギ | 丹 4 1 '1 1 3 1 4 1 4 1 413  

ポプ ラ |な し 。 3 I 1 i 3 I々 し 2 !なし:1
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ジ-¥'-¥"ナギに於ける新傍、の伸長生長量を測定するに第1位は茎汁区にしてヨえは対照区と葉

汁区でるり最小は花汗区であった。ヲたに 18/IX，1950，ツユクサの花、汁，葉汗，茎F十を作りそ

の原液に各区共ポプラ 3本ジヤヤナギ 3本宛の挿穂を作って 6時間処理後椋木鉢に挿木し

他にポプラ 2本宛を蹟口瓶の中に盛りたる水中に挿入して比較試験を試み 10/X， 1950之

れを調査するに植木鉢の方は茎区ポプラ 1本発芽他区は未発芽ヤナギの仲長生長は花区

一番劣る。7K耕せるポプラに於ては各区共対照区よりよく発根するも何十れも未発芽でる

る。

ジヤヤナギ 3 

ホ・ 7. ラ

(第34表)

3/4 

2/it 

業汁区のボプラ発芽2中Zは土中で発芽せるものでるり他の1本は展開極めて微弱P友り。

ヤナギむ伸長生長は対照区より劣り最大葉汁区女は茎汁区最小は花汗区であった。ポプラ

の展開度は茎区第 1位である。

以上実験の結果挿穂夫自身の葉汗を塗抹しても何等む効果無く独りツユクサの優秀性を

認むるのみである。とれと雄もツユクサの未開花の時期に即ち主として葉の汗を塗抹しで

もプラスの結果を見ぎるものなればツユクサD花及び茎の中に含まれている成分に関心を

持つようにたって来た。因にとれを文献たて調査するに成分明瞭たらや傷口，腫物に用ろ

とあり叉ツユクサの花は強j仕剤並に防関剤修用いられ葉及び茎の成分は未詳であると記載

している。著者第47実験に於てツユクサC成分中に防腐剤の含まれているととを認めたの

であるが恐らく此の花の中に含まれている成分によるものならん。茎に含まれている成分

は芽及び根の伸長を促進せしめ花汁は発芽を抑制する。 ，

H.論 議

R自国民は]924年に細胞間際の大友る植物を材料としてその組織を摺設して得たる液作

を細胞間際に注入しその結果液汗の行渡り居る細胞間際に接する細胞が盛んに異常分裂を

起すりを見たととを報告している。 Sachs(明治13年〕氏は叉根の形成物質は葉で作られそ

れが植物体の基部の力へ移動して発根ナるのでるると云う訟を主てた。共の後植物の芽や

葉を取り除くとその植物の発根治宝著しく衰えるが然し之野に他の植物の葉から抽出した液

を処理すると著しく発根が促進される事を実証した。叉コーJレラピの組織を切りその傷面

をそのま Lにしたものと之を水洗したものと水洗後之にコールラピを擦り潰して作った鹿

汗を塗ったものとを10日後に比較観察する と水洗には分裂が起らないが他のものは分裂が

起り特に廃汁に於て著しいことが報告されている。

著者の実験では挿木それ自身の葉汁を塗抹したのでは何等プラスの効果を発見出来す、幾

多の雑草の中でツユクサ(Commelz"nacommunis L.)オトギリサウ (HYlりeri，ωmerectum 

Thunb・〉イカリ サウ (Etimediummacranthum var. violaceum Franch.)に於て稿、k見

るべき成果を挙げ特にツユクサの登板発芽促進に対ずる効果の大主主るを認めるととが出来

た。之は皐にホルモンのみの作用ではたく消毒的効果あるととも既に著者の認むる所なる

も此の植物の開花期遅く当地方に於ては7月下旬なるため脊挿及梅雨挿には間に合わぬ嫌
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第一号・

あるも汁被を採取Jti:殖と云うととが残されている問題である。因に本経は Commelinaに

属し日本全土に分布す。 f古?を ~n:者t!/の認めたのは主として蹟315樹に対する架設でるり針葉

樹に対しては其の効果を認める ととが出来危かった。JJr?く漁れば更に類似の植物が発見さ

れる機会あ るべしと思惟せらる。

ぐJ~芸学〉山形大 学 紀要

第 6節挿木可能種不可能種の分類翠上の位置

挿木の可能種及不可能種に就て諸学者の記載が多少意見を異にする所あるが山内氏，本

ぞJ5，藤島EdJ冶固定〉柳田芯若林武田JA上損失，林業宝典，森林家必携，徳)I[

氏等の記載に筆者並る斉藤諦の研究を加え総合 したものであ り将来の研究によって多少改

訂せらるべきものなり。
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エン ピヴピヤ グシ:/1容易 ・ !外国務.

Taxotlinm ラ ゲウショウ l可能 /f 

分類上の属をffI位 として押木可能か不可能か同一性質を引する樹脂を合む傾向あるも利

となれば、中には1";;1全体同一性質のもの もあるも然 らざる場合多し。今主主に平;1を:車{立として

類別を試みる と次の通 りたり。

(お'53s:';ミ)

悉く矧齢含む科 |怒〈不可古闘を含む科

Sal icacnae 

}¥[oraceae 

Saxifrngaceae 

Sp iraeaceae 

Cydonyaceae 

Rosaceae 

Amygclalaceae 

F，laeagnac，eae 
Daphneaceae 

Araliaceae 

Oleaceae 

Caprifol iaceac 

Cupre百三aceae

Myricaceae 

.J ug Jandaceao 

Belnlaceae 

Fagaceae 

UlllI:lCeae 

五Iagnoliaccac 

Pinaccae 

~) 持組{を逝押して も 7J\:液は上昇する。

ζれを Ziegellspeck，H.氏 (J9 ~.)) の被

子植物の系統樹に当 ib~めて見ても系統的に

全然関係を把握するととが出来ない。挿木

の難易を系統樹に当i伝めてイ十製した去は

J%O年 5月の秋田日林j芯で開催された円本

林学会東北支部大部で、発去し同支部会誌第

2 号に州政される~:i故参!日iせられたい。

摘 要

本論文はJ市木の生浬学的研究について巧I.d:

したもので押穏の水介生理の研究では主要

友る点は女の通 りである。

]η) 千押1中手再再干;f.~酌1

川』に乙大f休本の;蓮主皮カが;きまつてい る。 イ反導~~ì; を

訂する針葉樹Iと於て特に遅い。

3)水の上昇速度は段孔のものに早い傾向がある。

4)押木不可能仰に於て水の上昇速度の大なるものが多い。併しとれは絶対的{賃値あると

は云え友い。

ろ)同一樹荘iからの拝1士に於ては上部切 口商の商結?と比例して 7ki伐の上'~J~ι車広大 と な る。

(;)軽軟材に押木の活活字手易なるもの多 く中JIIf材， 豆:き材には困難なる ものが多い。

7)新{阪で、押砲を作り水波の上昇;試験を試みる時は木質化した年軸と異 り7k分合長大なる

ため速度も早い。但し1¥，-%0/，庇築主;']に於ては秘めて絞'l'i1である。

押砲の発芽及び発j長実段のキJ;泉主要なるl:(はづくの通りである。

] )拝聴を低温処理 して町吸作用を停止せしめたるに 2週間後(乙於て常総耐に対し芽のイri1

長 を旺盛なら しむ。

2) 7>0.ρulus 属中のモ 1)ヘラぶプ ラとニグラ ポプラにて絞持胞を拍:え水おiせるにモ=リ

ヘラの方は早く腐朽するも ニグラは悶朽せすて:して発根する場合あるを認めたり。即ちHi紘

近き数組聞に於ても生理的に著しく 差異あるi必合あり。

3) 超短肢を JH{.射せしめたるぷ プラの押~~TI.{ を栽培 して極めて長大にイヰ1長せる松を持つ個体

を見出した。

4)外{拐に より頂部のJ斤損せる校か ら探茎したものは生長者しく良好で、ある。

芯止法，枝依由化法共に良好-怒る成和を示し特にis:者の考案せる;位止法は由化法より 更に

優秀である。
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5) 1校の基部，中部，上部から採穂して挿付したるに基， 中，上の順序に上長生長が盛んで

あった。

心)挿穂に対しぺ=シリ L カリウ L処理が抗菌性ある事を認めた。

7)エチル ア ル コ ー ;Lは刺戟剤として有効である。

挿木の発根様式に関する笑験の結果重要訟ととは衣の通りである。

J)杉D上根の発生は外傷によるもの怒るととを発見するととが出来た。但し蹟葉樹D場

合は異常主る。

拝木と土壌の種類に関する笑験の結果は

J)赤土は挿木の発棋を促進せしめる。それは容水性大なるとと温度。稿、k 普通の壌土よ

り高いとと有害徴生物の少ないとと等に よるものであり従来行い来たれる因子持は極めて

優れた方法であるととを科学的に裏付するととが出来た。

雑草の汁液塗抹ーによる挿木実験の結果は

1)ツユクサが発芽発根を促すととを認めた。ツユクサの葉汗.茎汁は発芽を促進せしめ

花、汁は発芽を抑制し発根を促進するものD如し。

挿木可能種不可能種の分類学上の位置に関する研究の結果は

1)植物分類学上の科，属を翠位として挿木の容易叉は困難種が含まる L場合多きも系統

学的には一致点を見出し難し。

以上の通り種k の実験を行ったが其D中で特に主要たる結果は次D通りである。

1) 落葉)貰葉樹の挿穂内に於ける水分の上昇速度は挿穂の上部切口面積に比例する。

2) エチ ルアJレコ _)L，ぺ=シリン，超短波処理は一般贋葉樹の挿木の発芽発根に対し

て有効である。

3) スギの挿木の際上根の生歩るととあるが之れは外傷に依る場合がるる。

4) 赤土は押木の発根に対して他の土壌より極めて有効である。

5) ツユクサの、汁液塗抹が一般瞭葉樹の挿木に対して発芽発根上有効である。

6) 挿木む難易は樹木分類上の系統とあまり関係がない。併し同一科叉は属によって挿

木の難易を等しくナる場合が多い。
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1日)周部徳夫〈昭'24):組物細菌病学

14) 宮道悦 男(昭2'1):tiu物J成分布crr究法

1九)山 内 倭文夫 CagI4):森林更新版要

1 6) 本多 ~w 六F 造林学本論 p_ S4S

n 路島 信太郎〈昭 5) 更新論的造林学

l S I 倉田径二郎 C昭~，J) :特用樹種

19) 柳田由蹴;j悶~樹鈴木試験 C林業試験奨報第 1 J.'~-) 

:;0) 法林 兵吉 Ca百lり :11羽官1~llìjの鈴木に就て C林誌第 18~第;; I!J') 

~I) 問中 お-'~II (ag~-I ): 悶芸舶物繁殖法上， 下 'fß

~~) 上 原敬二〔昭 l~) :応用樹木学

徳 川 宗敬(目白::::) 江戸時代に於ける主主林枝術の史的初F~'e

~4) 尾中文彦 cnB ~4) :アテの研究(木材研究!fd 号〉

25) 安問 点紘(昭2・1):裁上古学原論

::6) 野 l二l 掬 古(昭:l1):裁培学原論

Summelry: 

The studies describeu in thc prescnt paper have ueen αtrrieu on with experimental 

work on physiological studies of cutting. The main resluts are describc!l _ bclow: 

J) The velocitアofclimhing water in cuttings of broad-lc:.tvα1 trees is toned with thc 

upper sections. area of cut.tings. 

2) The rooting札口dopening of uuds abilitics of cuttings， cspccially th川りfbroacl 

leaved trees can uc prolUo民U considerauly 1Iy mean of treatment with ethyl-aIcohol， 

penicillin kalium 01' ultra short elcctric w品τe.

3) Thc dcvelopment of upper roots in C:ηlttomeria cuttings is almost arising from 

wouna雪

4) The rootw.g ability of cuttings can ue more promo同c1， using rcd ycllowish 

subsurfacc soil of so callcc1 AKATUTI， than the other soils. 

-5) The rooting and opening of huds abilities of cu比ingsc品nue. prolUotecl uy mean of 

treatment with juic巴 ofConzmelina communis 1.. 

6) Easy or clifficult of cuttings are accompanying slightly with onlcr 01' thc 

classi fication (fa】nilyor gcnus) of systematic botany. 
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